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　≪愛知県消防操法大会出場団激励会≫　６月２５日（火）
第64回愛知県消防操法大会へ出場する上野間分団の選手たちの激励会が開かれ、議会を代表し議長
から激励の言葉を贈りました。「小型ポンプ操法」披露は見事で、参加した議員も大会優勝への
期待に胸を膨らませました。
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改定後の介護保険料  
　　　　　　　（ ）内の金額は改定前との差額を表示

令
和
元
年
２
回

６
月
定
例
会

会
期
６
月
４
日
〜
18
日

《 審 議 日 程 》

４
条
例
を
一
部
改
正 

条
例
の
制
定・改
廃

美
浜
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
本
町
の
介
護
保
険
条

例
に
関
す
る
一
部
改
正
案
が
提
案

さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し

た
。

お
も
な
改
正
の
内
容

　
消
費
税
に
対
す
る
軽
減
強
化
と

し
て
、
国
が
1/2
、
県
・
町
が
各
1/4

を
負
担
し
、
平
成
31
年
度
か
ら
令

和
２
年
度
分
ま
で
第
１
段
階
か
ら

第
３
段
階
の
所
得
階
層
に
属
す
る

被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
を
一
部

改
定
し
ま
す
。

　
10
月
以
降
の
消
費
税
引
き
上
げ

分
を
財
源
と
し
て
実
施
す
る
た
め
、

令
和
２
年
度
以
降
に
改
定
予
定
の

軽
減
完
全
実
施
時
に
対
し
、
軽
減

幅
の
半
分
を
今
回
の
水
準
と
し
て

い
ま
す
。

施
行
日
　
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
。

（
審
議
議
案
の
採
決
結
果
は
18
頁
に
一
覧
表
を
掲
載
）

※

　
本
会
議
の
記
事
詳
細
は
、
８
月
下
旬
頃
に
町
公
式

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
定
例
会
会
議
録
を
掲
載
予
定
で
す
。

開会、提案
・上程議案８件の提案説明
　うち議決を要しない報告２件（繰越明許費、事故繰越し）
　　　町政に対する一般質問
〔通告議員10人登壇〕　※Ｐ8～17に掲載
質疑・委員会審査付託
・条例の一部改正４件、補正予算２件、
　各議案の質疑・各常任委員会へ審査付託(６件) 
　※うち１件は両委員会へ分割付託
議員発議提案・質疑・討論・採決
・運動公園整備促進検討特別委員会の設置
・同委員会委員の選任
（休憩中）運動公園整備促進検討特別委員会
・同特別委員会正副委員長選出結果の報告

12日　総務産業常任委員会　付託された４議案を審査・採決
13日　文教厚生常任委員会　付託された３議案を審査・採決
委員長報告・討論・採決、閉会
・議員派遣の件を議決
・閉会中の継続審査事件を定めて閉会

4日

11日

　

18日

〔休会中の常任委員会開催〕

6日・7日

基準額×0.375

基準額×0.625

基準額×0.725

基準額×0.90

基準額

基準額×1.20

基準額×1.30

基準額×1.50

基準額×1.70

基準額×1.80

基準額×1.90 

基準額×2.0

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

第10段階

第11段階

第12段階

所得段階 保険料率

以下は改定なし

 22,900円（▲7,700円）

38,200円（▲7,700円）

44,300円（▲1,600円）

55,000円（± 0円）

61,200円（± 0円）

73,400円（± 0円）

79,500円（± 0円）

91,800円（± 0円）

104,000円（± 0円）

110,100円（± 0円）

116,200円（± 0円）

122,400円（± 0円）

保険料年額
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      5,200
  
      1,588

未収入特定財源

国庫支出金

道路新設改良
単独事業 1,001万8,080円 0円 1,001万8,080円 0円 1,001万8,080円 1,001万8,080円 0円 0円

一般財源

平成30年度一般会計事故繰越し繰越計算書

事　業　名
支出負担

行為額

左の内訳 支出負担
行為
予定額

翌年度

繰越額

左の財源内訳

支出済額 支出未済額
既収入

特定財源

美
浜
町
農
業
集
落
家
庭
排
水
処
理

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

美
浜
町
農
業
集
落
家
庭
排
水
処
理

施
設
設
置
事
業
分
担
金
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
消
費
税
法
及
び
地
方
税
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
農
業
集
落
家
庭

排
水
処
理
施
設
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
案
が
そ
れ
ぞ
れ
提
案
さ

れ
、
２
議
案
と
も
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。

お
も
な
改
正
の
内
容

①
消
費
税
相
当
額
の
加
算
を
別
表

　
で
料
金
改
定

・
排
水
量
・
世
帯
員
数
に
係
る
使

　
用
料
の
基
本
料
金
及
び
超
過
料

　
金
の
各
単
価

・
新
規
加
入
金
の
額

②
改
定
後
の
使
用
料
適
用
時
期
に

　
つ
い
て
附
則
で
規
定
。

施
行
日
　
２
条
例
と
も
に
令
和
元

年
10
月
１
日

美
浜
町
附
属
機
関
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
町
が
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式※

に

よ
り
契
約
を
行
う
際
に
審
査
委
員

会
を
設
置
す
る
場
合
、
町
職
員
以

外
の
学
識
経
験
者
等
を
委
員
に
す

る
と
き
は
、
こ
の
審
査
委
員
会
が

附
属
機
関
に
該
当
す
る
た
め
、
条

例
の
一
部
改
正
案
に
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

　
お
も
な
改
正
の
内
容

①
「
美
浜
町
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査

　
委
員
会
」
を
新
た
に
設
置
。

②
委
員
定
数
　
案
件
ご
と
に
15
名

　
以
内(

町
職
員
含
む)

　※
　
町
附
属
機
関
及
び
教
育
委

　
員
会
附
属
機
関
と
も
追
加
し
ま

　
す
。

施
行
日
　
公
布
の
日

平成30年度一般会計繰越明許費

国県支出金 繰入金 町債

財務会計運営事業        926万9千円     64万8千円     64万8千円
道路新設改良単独事業   　 5,668万5千円      1,500万円      1,500万円
都市公園整備事業   6億2,501万円  1億7,342万3千円  2,272万3千円 万円 9,870万円 0円
空調設備設置事業   2億9,311万3千円  2億8,231万3千円 4,529万9千円  2億3,460万円     241万4千円
体育館天井落下防止対策事業      4,924万円      4,924万円 万円 3,010万円       326万円

合　　計  10億3,331万7千円  5億2,062万4千円    2,272万3千円  1億1,317万9千円 0円  3億6,340万円     2,132万2千円

一般財源

平成30年度一般会計繰越明許費繰越計算書

事　業　名 金　額 翌年度繰越額 既収入
特定財源

未収入特定財源

地方自治法施行令第146条第2項の規定に基づき、本年度に繰越して実施される繰越明許事業について報告がありました。

平成30年度一般会計事故繰越し

地方自治法施行令第150条第3項の規定に基づき、事故繰越し事業について報告がありました。

　※　町道森越・石坂平井線(その2)工事は、美浜町運動公園整備事業の造成工事と調整しながらの施工であり、
　　協議に時間を要し年度内完了が困難となったため、翌年度に繰越しする。

※

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式…
主
に
業
務
の

委
託
先
や
建
築
物
の
設
計
者
等
を
選
定

す
る
際
に
、
複
数
の
者
か
ら
目
的
に
対

す
る
企
画
提
案
を
受
け
、
そ
の
中
か
ら

優
れ
た
提
案
者
を
選
定
す
る
方
式

改定後の使用料    　（  ）内の金額は改定前との差額を表示

改定後の新規加入金

1,060円(+20円)

１人増すごとに

667円(+12円)

世帯員数 金　額

２人まで 1,334円(+24円)

１㎥につき

排水量

基本料金 超過料金

基本料金 超過料金

106円(+2円)

排水量

(1)水道水使用の場合 (１か月につき)

排水量排水量

10㎥まで

(2)その他 の場合(１か月につき)

小野浦地区

事業完了地区名 新規加入金

173,800円(+3,200円)
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付　託　さ　れ　た　議　案 付託委員会

美浜町附属機関設置条例の一部を改正する条例について 総務産業 全員賛成 可決

美浜町農業集落家庭排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 総務産業 賛成多数 可決

美浜町農業集落家庭排水処理施設設置事業分担金徴収条例の一部を改正する条例について 総務産業 賛成多数 可決

美浜町介護保険条例の一部を改正する条例について 文教厚生 賛成多数 可決

総務産業 賛成多数 可決

文教厚生 賛成多数 可決

令和元年度美浜町介護保険特別会計補正予算（第１号） 文教厚生 賛成多数 可決

委員会採決結果

令和元年度美浜町一般会計補正予算（第１号）

　
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
各
常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
の
審
査
結
果
は
、
最
終
日
18
日(

火)

に
委
員
長
報
告
を
行
い
、
質
疑
・

討
論
の
後
、
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
13
日
（
木
）
午
前
９
時
開
会
。

　
７
名
全
員
出
席
の
も
と
付
託
議

案
３
件
を
審
議
・
採
決
。

　
閉
会
中
の
継
続
審
査
案
件
を
協

議
・
決
定
し
閉
会
。

・
美
浜
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

Ｑ
　
介
護
保
険
料
を
、
２
年
間
だ

　
け
安
く
す
る
根
拠
は
。

Ａ
　
消
費
税
10
％
引
き
上
げ
に
伴

い
、
低
所
得
者
の
負
担
軽
減
対

策
と
し
て
実
施
さ
れ
、
２
年
だ

け
安
く
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
今
回
は
、
10
月
か
ら
の
引
き

下
げ
分
と
し
て
半
年
分
を
引
き

下
げ
ま
す
が
、
消
費
税
引
き
上

・
令
和
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

Ｑ
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

　
の
購
入
対
象
者
に
な
る
方
は
。

Ａ
　
平
成
31
年
度
住
民
税
非
課
税

の
方
と
、
平
成
28
年
４
月
２
日

か
ら
令
和
元
年
９
月
30
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子
が
い
る
世
帯
の

世
帯
主
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
実
施
期
間
と
商
品
券
を
使
え

る
期
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
で

決
め
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
美

浜
町
は
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
の

予
定
で
す
か
。

Ａ
　
実
施
期
間
は
、
10
月
１
日
か

ら
２
月
末
ま
で
を
予
定
し
、
事

業
完
了
は
、
精
算
を
含
め
３
月

中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
12
日
（
水
）
午
前
９
時
開
会
。

　
７
名
全
員
出
席
の
も
と
付
託
議

案
４
件
を
審
議
・
採
決
。

　
閉
会
中
の
継
続
審
査
案
件
を
協

議
・
決
定
し
閉
会
。

・
美
浜
町
附
属
機
関
設
置
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

Ｑ
　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
（
企
画

提
案
型
事
業
選
定
）
で
契
約
を

す
る
場
合
に
、
審
査
委
員
会
を

設
置
す
る
と
説
明
を
受
け
て
い

ま
す
が
、
令
和
元
年
度
に
具
体

的
に
想
定
さ
れ
る
事
業
は
あ
り

ま
す
か
。

Ａ
　
想
定
し
て
い
る
の
は
、
施
設

の
指
定
管
理
を
行
う
場
合
に
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
決
定
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

常
任
委
員
会

６
月
12
日
〜
13
日

常任委員会の審査結果

げ
効
果
が
１
年
分
と
な
る
来
年

度
に
は
、
さ
ら
に
同
額
を
引
き

下
げ
予
定
で
、
軽
減
が
完
全
実

施
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
　
引
き
上
げ
後
の
消
費
税
を
財

源
と
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
消

費
税
が
上
が
ら
な
か
っ
た
ら
ど
う

な
り
ま
す
か
。

Ａ
　
消
費
税
引
き
上
げ
分
の
財
源

を
、
町
が
補
填
し
て
実
施
す
る
こ

と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

て
ん
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付　託　さ　れ　た　議　案 付託委員会

美浜町附属機関設置条例の一部を改正する条例について 総務産業 全員賛成 可決

美浜町農業集落家庭排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 総務産業 賛成多数 可決

美浜町農業集落家庭排水処理施設設置事業分担金徴収条例の一部を改正する条例について 総務産業 賛成多数 可決

美浜町介護保険条例の一部を改正する条例について 文教厚生 賛成多数 可決

総務産業 賛成多数 可決

文教厚生 賛成多数 可決

令和元年度美浜町介護保険特別会計補正予算（第１号） 文教厚生 賛成多数 可決

委員会採決結果

令和元年度美浜町一般会計補正予算（第１号）

　
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
各
常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
の
審
査
結
果
は
、
最
終
日
18
日(

火)

に
委
員
長
報
告
を
行
い
、
質
疑
・

討
論
の
後
、
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
13
日
（
木
）
午
前
９
時
開
会
。

　
７
名
全
員
出
席
の
も
と
付
託
議

案
３
件
を
審
議
・
採
決
。

　
閉
会
中
の
継
続
審
査
案
件
を
協

議
・
決
定
し
閉
会
。

・
美
浜
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

Ｑ
　
介
護
保
険
料
を
、
２
年
間
だ

　
け
安
く
す
る
根
拠
は
。

Ａ
　
消
費
税
10
％
引
き
上
げ
に
伴

い
、
低
所
得
者
の
負
担
軽
減
対

策
と
し
て
実
施
さ
れ
、
２
年
だ

け
安
く
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
今
回
は
、
10
月
か
ら
の
引
き

下
げ
分
と
し
て
半
年
分
を
引
き

下
げ
ま
す
が
、
消
費
税
引
き
上

・
令
和
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

Ｑ
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

　
の
購
入
対
象
者
に
な
る
方
は
。

Ａ
　
平
成
31
年
度
住
民
税
非
課
税

の
方
と
、
平
成
28
年
４
月
２
日

か
ら
令
和
元
年
９
月
30
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子
が
い
る
世
帯
の

世
帯
主
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
実
施
期
間
と
商
品
券
を
使
え

る
期
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
で

決
め
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
美

浜
町
は
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
の

予
定
で
す
か
。

Ａ
　
実
施
期
間
は
、
10
月
１
日
か

ら
２
月
末
ま
で
を
予
定
し
、
事

業
完
了
は
、
精
算
を
含
め
３
月

中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
12
日
（
水
）
午
前
９
時
開
会
。

　
７
名
全
員
出
席
の
も
と
付
託
議

案
４
件
を
審
議
・
採
決
。

　
閉
会
中
の
継
続
審
査
案
件
を
協

議
・
決
定
し
閉
会
。

・
美
浜
町
附
属
機
関
設
置
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

Ｑ
　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
（
企
画

提
案
型
事
業
選
定
）
で
契
約
を

す
る
場
合
に
、
審
査
委
員
会
を

設
置
す
る
と
説
明
を
受
け
て
い

ま
す
が
、
令
和
元
年
度
に
具
体

的
に
想
定
さ
れ
る
事
業
は
あ
り

ま
す
か
。

Ａ
　
想
定
し
て
い
る
の
は
、
施
設

の
指
定
管
理
を
行
う
場
合
に
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
決
定
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

常
任
委
員
会

６
月
12
日
〜
13
日

常任委員会の審査結果

げ
効
果
が
１
年
分
と
な
る
来
年

度
に
は
、
さ
ら
に
同
額
を
引
き

下
げ
予
定
で
、
軽
減
が
完
全
実

施
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
　
引
き
上
げ
後
の
消
費
税
を
財

源
と
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
消

費
税
が
上
が
ら
な
か
っ
た
ら
ど
う

な
り
ま
す
か
。

Ａ
　
消
費
税
引
き
上
げ
分
の
財
源

を
、
町
が
補
填
し
て
実
施
す
る
こ

と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

て
ん
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　6月定例会では、提案された補正予算2件〔一般会計（第１号）及び介護保険特別会計
（第１号）〕を各常任委員会に付託・審査し、最終日に委員長報告の後、討論・採決し、
２件とも可決しました。

 一般会計補正予算（第１号）　　賛成多数で可決
 次のとおり歳入歳出それぞれ7,424万6千円を追加し、補正後の予算総額は77億4,075万円となりました。

令和元年度　６月補正予算

補 正
予 算

 介護保険特別会計補正予算（第１号）　　

補正額 補正額
国庫負担金      389万6千円  　    53万8千円

（       100万円
国庫補助金  　2,298万7千円    ▲ 462万円

    　840万2千円

      973万2千円
　保健衛生費        80万円

   3,542万4千円
     194万8千円       139万5千円

（       753万7千円
      64万9千円  1億  142万4千円
      25万円
      39万9千円  ▲ 4,585万円
      13万5千円  ▲ 4,598万6千円

       13万6千円
      613万1千円
    6,600万円
 ▲ 2,750万円

補正前限度額 補正後限度額
  2,750万円 0万円

補 正 額 補 正 額
  ▲ 770万7千円
      50万3千円
     831万8千円

賛成多数で可決
　 次のとおり歳入歳出それぞれ111万4千円を追加し、補正後の予算総額は18億5,077万1千円となりました。

　介護保険料
　国庫支出金

　総務管理費

 町　　債 教育債
（うち校舎等大規模改修事業債）

（うち教育費・ キャリアスクールプロジェクト委託金） 　（うち教育振興費・キャリアスクールプロジェクト事業）

 諸 収 入 （プレミアム付商品券売却代）

（うち総務費・地方創生交付金→移住支援の県負担1/4） 　（うち商工総務費・(プレミアム付商品券事業)
 教育費 小学校費

　　　　　 県委託金 　（うち学校管理費・体育館天井落下防止対策事業

歳　　　　入 歳　　　　　出
 国庫支出金  総務費　総務管理費

低所得者の介護保険料負担軽減に対する国の負担1/2） 　（うち企画費・移住支援金事業補助金）
　（うち電子計算費・社会保障・税番号制度システム整備業務委託

（うち総務費・社会保障・税番号制度システム整備事業補助金、
　　　　　　　　地方創生推進交付金→移住支援の国負担1/2）

     289万1千円
 民生費　社会福祉費
　（うち老人福祉費・介護保険特別会計繰出金→保険料軽減強化対策事業・事務費）

歳　　　　入

 県支出金　県負担金

　　　　　 県補助金

歳　　　　　出

知多南部衛生組合分担金（粗大ごみコンベア修繕に対する負担）
低所得者の介護保険料負担軽減に対する県の負担1/4） 知多南部広域環境組合分担金（汚染土運搬処理費に対する負担）

 商工費　商工費

　繰　入　金

（うち教育費・
学校施設環境改善交付金
→小中学校エアコン設置事業の精算）  ▲1,532万8千円

 衛生費

（うち商工費・ プレミアム付商品券事業に対する国の補助） 　（うち保健衛生総務費・健康管理システムの風疹対策事業への対応）

（うち衛生費・ 風疹ワクチン接種事業補助金）

 繰 入 金 財政調整基金繰入金

  地 方 債 補 正
【 変更 】　事業名
校舎等大規模改修事業債

111万4千円

※予算書等の年度表示について、４月末まで平成31年度でしたが、改元以後は令和元年度とします。

 一般会計補正予算の主な内容
①ＵＩＪターン支援・地方の担い手不足対策として移住支援事業を行います。
②低所得者の消費税率改定に伴う軽減強化として、国1/2・県及び町各1/4で介護保
　険料を負担し事務費(町負担)と合わせて特別会計へ繰り出しを行う。
③プレミアム付商品券の販売が行われます。今回は、住民税非課税で生活保護を受
　給してない方や３歳未満の子のいる世帯の世帯主等が対象となります。
④H30.3補正予算で前倒し計上した河和南部小学校体育館の天井落下防止事業につい
　て、不要となる当初予算を全額減額しました。同じ理由により地方債補正も行い
　ました。

 介護保険特別会計補正予算の主な内容
  消費税引き上げ分を財源に国が1/2・県及び町が1/4を負担して、低所得者に対す
る 介護保険料の軽減強化対策を行います。（改定後の保険料はＰ2に記事掲載）
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新
た
に
設
置
さ
れ
た
「
美
浜
町

運
動
公
園
整
備
促
進
検
討
特
別
委

員
会
」
は
、
６
月
定
例
会
の
最
終

日
、
閉
会
後
に
早
速
委
員
会
を
開

き
、
今
後
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

　
同
日
、
午
後
に
改
め
て
参
集
し
、

担
当
者
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、

ま
ず
工
事
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い

て
、
現
地
の
現
況
確
認
を
行
い
ま

し
た
。

委
員
会
協
議
事
項

・
委
員
会
の
活
動
留
意
点

①
検
討
事
項
の
洗
い
出
し
、
調
査
に
必
要
な

　
要
求
資
料
の
選
定
、
町
へ
の
提
言

②
特
別
委
員
会
に
町
が
提
示
す
る
情
報
は
全

　
議
員
が
共
有
し
、
議
会
と
し
て
の
共
通
認

　
識
を
持
つ
。
　

・
委
員
会
設
置
目
的
の
確
認

①
整
備
方
針
の
確
認
〔
陸
上
競
技
場
の
建
設

　
も
含
め
、
事
業
全
体
の
見
直
し
・
中
止
・

　
継
続
の
方
針
確
認
〕

②
整
備
方
針
を
変
更
・
中
止
し
た
場
合
に
町

　
民
が
負
う
リ
ス
ク
の
確
認

　
〔
国
へ
の
交
付
金
返
還
、
起
債
の
一
括
償

　
還
、
用
地
売
主
へ
の
譲
渡
所
得
税
発
生
に

　
つ
い
て
の
確
認
〕

③
中
止
し
た
場
合
に
町
が
示
す
代
替
案
の
検

　
討
〔
区
画
整
理
事
業
の
実
現
可
否
、
山
王

　
川
河
川
改
修
の
見
込
み
等
の
確
認
〕

　
本
会
議
４
日
目
、
本
町
議
会
へ

陳
情
の
あ
っ
た
案
件
に
つ
い
て
、

議
員
発
議
で
１
件
の
意
見
書
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
・
討
論
の
後
、
即
日
採
決

の
結
果
、
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決

さ
れ
ま
し
た
。

消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
の

中
止
を
求
め
る
意
見
書

代
表
提
出
者
　
山
本
　
辰
見

提
　
出
　
者
　
鈴
木
美
代
子

【
趣
旨
】

　
今
国
が
行
う
べ
き
こ
と
は
消
費

税
増
税
で
は
な
く
、
国
民
の
消
費

購
買
力
を
高
め
て
地
域
経
済
を
活

性
化
さ
せ
、
内
需
主
導
の
経
済
政

策
に
転
換
す
る
こ
と
で
あ
り
、
国

に
対
し
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き

上
げ
中
止
を
強
く
求
め
る
。

活
動
報
告

委
員
会

意
  

見

    
書

　
可
決
案
件
は
国

の
関
係
機
関
へ
提

出
さ
れ
、
否
決
案

件
は
廃
案
と
な
り

ま
す
。

議
員
発
議

　
美
浜
町
運
動
公
園
整
備
促
進
検
討

　
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　
本
会
議
４
日
目
に
、
議
員
発
議
に
よ
り

特
別
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
提
案
が
あ

り
、
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
設
置
の
後
、
委
員
の
選
任
と
正

副
委
員
長
の
互
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
美
浜
町
運
動
公
園
整
備
事
業
は
、
町
の

将
来
を
大
き
く
左
右
す
る
重
要
事
業
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
議
会
で
は
計
画
段
階
か
ら

整
備
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
い
、
予
算

内
容
や
債
務
負
担
行
為
を
承
認
し
、
後
押

し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
総
務
産
業
・
文
教
厚
生

の
両
常
任
委
員
会
に
関
わ
る
大
規
模
な
整

備
構
想
で
あ
り
、
今
後
の
整
備
に
関
し
て

中
止
・
変
更
も
含
め
た
整
備
方
針
や
整
備

手
法
、
管
理
運
営
・
財
政
計
画
な
ど
に
つ

い
て
引
き
続
き
調
査
・
検
討
し
、
議
会
と

し
て
町
に
対
し
提
言
し
て
い
き
ま
す
。

　
美
浜
町
運
動
公
園
整
備
促
進

　
検
討
特
別
委
員
会
　
（
定
数
７
名
）

　
委
員
長
　
横
田
貴
次

　
副
委
員
長
　
杉
浦
　
剛

　
委
　
　
員
　
廣
澤
　
毅
、
鈴
木
美
代
子
、

　
　
　
　
　
　
大
嵜
暁
美
、
荒
井
勝
彦
、

　
　
　
　
　
　
野
田
増
男

造成工事の状況などを現地調査
出席委員　横田貴次、廣澤　剛、鈴木美代子、
　　　　　荒井勝彦、野田増男
欠席委員　杉浦　剛、大嵜暁美
委員外議員参加者（希望者参加）
山本辰見、中須賀敬、大岩　靖、横田全博、丸田博雅
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新
た
に
設
置
さ
れ
た
「
美
浜
町

運
動
公
園
整
備
促
進
検
討
特
別
委

員
会
」
は
、
６
月
定
例
会
の
最
終

日
、
閉
会
後
に
早
速
委
員
会
を
開

き
、
今
後
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

　
同
日
、
午
後
に
改
め
て
参
集
し
、

担
当
者
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、

ま
ず
工
事
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い

て
、
現
地
の
現
況
確
認
を
行
い
ま

し
た
。

委
員
会
協
議
事
項

・
委
員
会
の
活
動
留
意
点

①
検
討
事
項
の
洗
い
出
し
、
調
査
に
必
要
な

　
要
求
資
料
の
選
定
、
町
へ
の
提
言

②
特
別
委
員
会
に
町
が
提
示
す
る
情
報
は
全

　
議
員
が
共
有
し
、
議
会
と
し
て
の
共
通
認

　
識
を
持
つ
。
　

・
委
員
会
設
置
目
的
の
確
認

①
整
備
方
針
の
確
認
〔
陸
上
競
技
場
の
建
設

　
も
含
め
、
事
業
全
体
の
見
直
し
・
中
止
・

　
継
続
の
方
針
確
認
〕

②
整
備
方
針
を
変
更
・
中
止
し
た
場
合
に
町

　
民
が
負
う
リ
ス
ク
の
確
認

　
〔
国
へ
の
交
付
金
返
還
、
起
債
の
一
括
償

　
還
、
用
地
売
主
へ
の
譲
渡
所
得
税
発
生
に

　
つ
い
て
の
確
認
〕

③
中
止
し
た
場
合
に
町
が
示
す
代
替
案
の
検

　
討
〔
区
画
整
理
事
業
の
実
現
可
否
、
山
王

　
川
河
川
改
修
の
見
込
み
等
の
確
認
〕

　
本
会
議
４
日
目
、
本
町
議
会
へ

陳
情
の
あ
っ
た
案
件
に
つ
い
て
、

議
員
発
議
で
１
件
の
意
見
書
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
・
討
論
の
後
、
即
日
採
決

の
結
果
、
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決

さ
れ
ま
し
た
。

消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
の

中
止
を
求
め
る
意
見
書

代
表
提
出
者
　
山
本
　
辰
見

提
　
出
　
者
　
鈴
木
美
代
子

【
趣
旨
】

　
今
国
が
行
う
べ
き
こ
と
は
消
費

税
増
税
で
は
な
く
、
国
民
の
消
費

購
買
力
を
高
め
て
地
域
経
済
を
活

性
化
さ
せ
、
内
需
主
導
の
経
済
政

策
に
転
換
す
る
こ
と
で
あ
り
、
国

に
対
し
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き

上
げ
中
止
を
強
く
求
め
る
。

活
動
報
告

委
員
会

意

  

見

    

書
　
可
決
案
件
は
国

の
関
係
機
関
へ
提

出
さ
れ
、
否
決
案

件
は
廃
案
と
な
り

ま
す
。

議
員
発
議

　
美
浜
町
運
動
公
園
整
備
促
進
検
討

　
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　
本
会
議
４
日
目
に
、
議
員
発
議
に
よ
り

特
別
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
提
案
が
あ

り
、
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
設
置
の
後
、
委
員
の
選
任
と
正

副
委
員
長
の
互
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
美
浜
町
運
動
公
園
整
備
事
業
は
、
町
の

将
来
を
大
き
く
左
右
す
る
重
要
事
業
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
議
会
で
は
計
画
段
階
か
ら

整
備
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
い
、
予
算

内
容
や
債
務
負
担
行
為
を
承
認
し
、
後
押

し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
総
務
産
業
・
文
教
厚
生

の
両
常
任
委
員
会
に
関
わ
る
大
規
模
な
整

備
構
想
で
あ
り
、
今
後
の
整
備
に
関
し
て

中
止
・
変
更
も
含
め
た
整
備
方
針
や
整
備

手
法
、
管
理
運
営
・
財
政
計
画
な
ど
に
つ

い
て
引
き
続
き
調
査
・
検
討
し
、
議
会
と

し
て
町
に
対
し
提
言
し
て
い
き
ま
す
。

　
美
浜
町
運
動
公
園
整
備
促
進

　
検
討
特
別
委
員
会
　
（
定
数
７
名
）

　
委
員
長
　
横
田
貴
次

　
副
委
員
長
　
杉
浦
　
剛

　
委
　
　
員
　
廣
澤
　
毅
、
鈴
木
美
代
子
、

　
　
　
　
　
　
大
嵜
暁
美
、
荒
井
勝
彦
、

　
　
　
　
　
　
野
田
増
男

造成工事の状況などを現地調査
出席委員　横田貴次、廣澤　剛、鈴木美代子、
　　　　　荒井勝彦、野田増男
欠席委員　杉浦　剛、大嵜暁美
委員外議員参加者（希望者参加）
山本辰見、中須賀敬、大岩　靖、横田全博、丸田博雅
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美浜町小形風力発電設備の設置及び運用の基準に関する条例について 継続
審査

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○

美浜町図書館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 文厚

文厚

可決 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○

美浜町生涯学習センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 文厚 可決 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○

付託委員会 … 　文厚→文教厚生常任委員会に付託           　　○は賛成　×は反対　　「退」　は退席により採決不参加　　　大岩　靖 議長は採決に加わりません。

丸
田

博
雅

町
長
提
出

議
案
３
件

議 案 件 名

中
須
賀

敬

横
田

貴
次

荒
井

勝
彦

大
岩

　
靖

杉
浦

　
剛

山
本

辰
見

鈴
木
美
代
子

大
嵜

暁
美

野
田

増
男

横
田

全
博

７月８日から７月１２日　　
廣
澤

　
毅

石
田

秀
夫

森
川

元
晴

付
託
委
員
会

審

議

結

果

会派
無所属

会 派 名

希望の
輪

日本
共産党
議員団

チャレンジMIHAMA

審議結果一覧表

令和元年　第３回
議会臨時会 (７月 )

美
浜
町
図
書
館
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

美
浜
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

関
係
条
例
の
一
部
改
正
案
が
そ
れ

ぞ
れ
提
案
さ
れ
、
２
議
案
と
も
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

お
も
な
改
正
の
内
容

　
公
共
施
設
の
う
ち
図
書
館
及
び

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

民
間
能
力
活
用
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス

向
上
や
経
費
削
減
を
図
る
た
め
、

町
直
営
か
ら
指
定
管
理
に
切
り
替

え
る
た
め
の
条
文
を
整
備
し
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
か
ら
指
定
管
理
に

移
行
す
る
計
画
で
、
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
選
定
委
員

会
で
候
補
者
を
決
定
す
る
予
定
。

施
行
日
　
２
条
例
と
も
に
公
布
の

日
か
ら

　会期５日間で審議を終えた７月臨時議会には、住民直接請求による条例制定議案１
件と条例の一部改正２件が提案されました。
　条例制定議案については、初日に「直接請求の条例案に対する町長の意見」を付し
て提案説明が行われ、本会議第２日目に「請求代表者の意見陳述」の機会が付与された後、
文教厚生常任委員会に審査付託されました。

令和元年第３回
７月臨時会
議案審議
７月 8日～ 12 日

住
民
直
接
請
求
に
よ
る

条
例
制
定
請
求
議
案

２
条
例
を
一
部
改
正 

条
例
の
制
定・改
廃

　
美
浜
町
小
形
風
力
発
電
設
備
の
設
置
及
び

　
運
用
の
基
準
に
関
す
る
条
例

　
条
例
制
定
議
案
は
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

に
審
査
付
託
さ
れ
ま
し
た
が
、
重
要
案
件
で

あ
り
、
休
会
中
に
臨
時
の
全
員
協
議
会
を
開

き
、
議
員
全
員
で
内
容
に
つ
い
て
協
議
・
意

見
交
換
し
ま
し
た
。
議
会
で
修
正
案
を
調
整

す
る
た
め
、
臨
時
議
会
の
審
査
の
み
で
は
期

間
が
不
十
分
と
し
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と

し
て
議
決
し
ま
し
た
。

《 審 議 日 程 》
開会、提案, 意見陳述の機会の付与議決
意見陳述、質疑・委員会審査付託
・請求代表人の意見陳述、各議案の質疑
・常任委員会へ審査付託(3件) 
〔 休会中の協議 〕
全員協議会>>直接請求案件の調査研究
〔 休会中の常任委員会開催〕
文教厚生委員会>>付託案件の審査・採決
委員長報告・討論・採決、閉会
・閉会中の委員会の継続審査及び継続調査事件を定めて閉会

8日
10日

11日

12日
12日

　小形風力発電施設については、平成30年7月10日
から「美浜町小形風力発電施設設置に関するガイ
ドライン」が施行されています。
　しかし、ガイドラインでは法的拘束力がないこ
とから、より実効性のある条例として「美浜町小
形風力発電設備の設置及び運用の基準に関する条
例」の制定を求める直接請求が提出されました。
　当議会としては、無秩序な小形風力発電施設の
設置に対する規制の必要性や、直接請求に署名さ
れた町民の思いは十分理解していますが、町長か
ら付された意見も参考にしつつ制定案を慎重に審
議したところ、原案どおりでは憲法抵触の恐れや
訴訟・損害賠償責任を負うリスクがあるなど、い
くつかの運用課題があると判断しました。
　しかしながら、議員も署名された2,200人の町民
の思いに応える義務はあると考えており、法令に
違反せず、的確に運用できる形での設置及び運用
基準見直しを行い、修正案を調製するため、閉会
中に引き続き委員会で継続審査を行うことを決定
し、臨時会での採決を留保しました。
　今後、8月末までに調査・検討を重ね、議員発議
により ９月定例会で修正案を提案していきます。
                      愛知県知多郡美浜町議会　
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横田　貴次横田　貴次

問
　
少
子
化
が
急
速
に
進
む
本
町

に
お
い
て
、
幼
児
教
育
・
学
校
教

育
の
課
題
解
決
に
向
け
た
今
後
の

取
り
組
み
は
。

町
長
　
子
育
て
世
代
の
流
出
を
食

い
止
め
、
安
心
し
て
美
浜
で
子
育

て
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

保
育
所
施
設
の
充
実
や
、
学
校
教

育
の
再
編
を
早
急
に
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
学
校
教
育
の
再
編
は
、
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
で
す
か
。

教
育
部
長
　
小
中
学
校
の
再
編
に

つ
い
て
は
、
日
本
福
祉
大
学
と
の

連
携
や
本
町
独
自
の
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
特
色
の
あ
る
教
育
環
境

を
整
え
、
平
成
30
年
３
月
に
策
定

し
た
小
中
学
校
再
編
の
た
め
の
基

本
構
想
で
示
し
た
よ
う
に
、
一
定

規
模
の
集
団
の
中
で
多
様
な
考
え

に
触
れ
切
磋
琢
磨
し
、
資
質
や
能

力
を
伸
ば
す
こ
と
が
可
能
と
な
る

「
ク
ラ
ス
替
え
が
可
能
な
環
境
」

を
確
保
す
る
た
め
、
小
中
学
校
一

貫
教
育
が
で
き
る
よ
う
な
学
校
を

本
町
の
中
心
部
へ
設
置
し
た
い
と

い
う
考
え
方
で
す
。

問
　
保
育
所
施
設
の
充
実
・
再
編

は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

で
す
か
。

厚
生
部
長
　
保
育
所
運
営
は
、
父

母
の
会
の
代
表
や
区
長
・
主
任
児

童
委
員
、
民
生
委
員
の
皆
さ
ん
で

組
織
す
る
「
保
育
所
運
営
委
員

会
」
を
設
置
し
て
お
り
、
委
員
会

で
お
諮
り
し
て
い
き
ま
す
が
、
保

育
所
の
果
た
す
役
割
と
し
て
、
集

団
の
中
で
影
響
し
あ
い
お
互
い
の

個
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
協
調
性

を
養
う
こ
と
が
重
要
な
役
割
で
あ

り
、
学
校
教
育
と
目
指
す
と
こ
ろ

は
同
様
で
、
保
育
所
の
再
編
も
避

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
保

護
者
・
地
域
の
皆
様
の
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
最
善
の
方
策
を
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
町
長
　
現
在
、
現
場
で
施
工
し
て

い
る
工
事
は
、
平
成
30
年
度
事
業

を
繰
越
し
て
い
る
造
成
工
事
で
あ

り
、
施
工
途
中
の
中
止
は
業
者
に

不
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
や
防
災

上
好
ま
し
く
な
い
た
め
、
造
成
工

事
の
継
続
・
調
整
池
の
工
事
・
地

質
調
査
の
業
務
は
実
施
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
陸
上
競
技
場
建
設
の

中
止
を
含
め
た
事
業
の
見
直
し
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

問
　
現
段
階
で
10
億
円
を
超
え
る

国
か
ら
の
交
付
金
を
既
に
い
た
だ

き
、
起
債
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
運
動
公
園
整
備
事
業
を
中
止
し

た
場
合
、
返
却
の
必
要
は
あ
り
ま

す
か
。

町
長
　
今
後
、
本
町
の
負
担
を
で

き
る
だ
け
軽
減
で
き
る
よ
う
に
、

国
・
県
と
の
交
渉
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

問
　
事
業
の
再
検
討
に
伴
い
、
用

地
買
収
に
か
か
る
譲
渡
所
得
税
の

特
別
控
除
が
適
用
さ
れ
ず
、
地
権

者
が
課
税
さ
れ
る
恐
れ
は
あ
り
ま

す
か
。

町
長
　
陸
上
競
技
場
の
建
設
か
ら

事
業
を
変
更
し
た
後
、
町
主
導
の

区
画
整
理
事
業
に
方
向
転
換
し
た

場
合
、
宅
地
へ
の
転
用
が
可
能
か

ど
う
か
の
判
断
も
含
め
、
課
税
対

象
と
な
る
か
ど
う
か
、
国
・
県
の

見
解
を
、
早
急
に
確
認
し
て
い
き

ま
す
。

運
動
公
園
整
備
事
業

の
今
後
の
進
め
方
に

つ
い
て

せ
っ
さ   

た
く
ま

建
設
工
事
の
現
地

　
日
本
福
祉
大
学
へ
の
通
学
路
沿
い
に

　
２
０
２
２
年
３
月
オ
ー
プ
ン
予
定
を

　
　
　
Ｐ
Ｒ
す
る
看
板
が

幼児教育・学校教育の課題は？

本町における少子化が　　　　　　　　
　　　想像以上に進んでいる状況です。
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横田　貴次横田　貴次

問
　
少
子
化
が
急
速
に
進
む
本
町

に
お
い
て
、
幼
児
教
育
・
学
校
教

育
の
課
題
解
決
に
向
け
た
今
後
の

取
り
組
み
は
。

町
長
　
子
育
て
世
代
の
流
出
を
食

い
止
め
、
安
心
し
て
美
浜
で
子
育

て
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

保
育
所
施
設
の
充
実
や
、
学
校
教

育
の
再
編
を
早
急
に
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
学
校
教
育
の
再
編
は
、
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
で
す
か
。

教
育
部
長
　
小
中
学
校
の
再
編
に

つ
い
て
は
、
日
本
福
祉
大
学
と
の

連
携
や
本
町
独
自
の
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
特
色
の
あ
る
教
育
環
境

を
整
え
、
平
成
30
年
３
月
に
策
定

し
た
小
中
学
校
再
編
の
た
め
の
基

本
構
想
で
示
し
た
よ
う
に
、
一
定

規
模
の
集
団
の
中
で
多
様
な
考
え

に
触
れ
切
磋
琢
磨
し
、
資
質
や
能

力
を
伸
ば
す
こ
と
が
可
能
と
な
る

「
ク
ラ
ス
替
え
が
可
能
な
環
境
」

を
確
保
す
る
た
め
、
小
中
学
校
一

貫
教
育
が
で
き
る
よ
う
な
学
校
を

本
町
の
中
心
部
へ
設
置
し
た
い
と

い
う
考
え
方
で
す
。

問
　
保
育
所
施
設
の
充
実
・
再
編

は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

で
す
か
。

厚
生
部
長
　
保
育
所
運
営
は
、
父

母
の
会
の
代
表
や
区
長
・
主
任
児

童
委
員
、
民
生
委
員
の
皆
さ
ん
で

組
織
す
る
「
保
育
所
運
営
委
員

会
」
を
設
置
し
て
お
り
、
委
員
会

で
お
諮
り
し
て
い
き
ま
す
が
、
保

育
所
の
果
た
す
役
割
と
し
て
、
集

団
の
中
で
影
響
し
あ
い
お
互
い
の

個
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
協
調
性

を
養
う
こ
と
が
重
要
な
役
割
で
あ

り
、
学
校
教
育
と
目
指
す
と
こ
ろ

は
同
様
で
、
保
育
所
の
再
編
も
避

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
保

護
者
・
地
域
の
皆
様
の
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
最
善
の
方
策
を
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

町
長
　
現
在
、
現
場
で
施
工
し
て

い
る
工
事
は
、
平
成
30
年
度
事
業

を
繰
越
し
て
い
る
造
成
工
事
で
あ

り
、
施
工
途
中
の
中
止
は
業
者
に

不
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
や
防
災

上
好
ま
し
く
な
い
た
め
、
造
成
工

事
の
継
続
・
調
整
池
の
工
事
・
地

質
調
査
の
業
務
は
実
施
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
陸
上
競
技
場
建
設
の

中
止
を
含
め
た
事
業
の
見
直
し
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

問
　
現
段
階
で
10
億
円
を
超
え
る

国
か
ら
の
交
付
金
を
既
に
い
た
だ

き
、
起
債
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
運
動
公
園
整
備
事
業
を
中
止
し

た
場
合
、
返
却
の
必
要
は
あ
り
ま

す
か
。

町
長
　
今
後
、
本
町
の
負
担
を
で

き
る
だ
け
軽
減
で
き
る
よ
う
に
、

国
・
県
と
の
交
渉
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

問
　
事
業
の
再
検
討
に
伴
い
、
用

地
買
収
に
か
か
る
譲
渡
所
得
税
の

特
別
控
除
が
適
用
さ
れ
ず
、
地
権

者
が
課
税
さ
れ
る
恐
れ
は
あ
り
ま

す
か
。

町
長
　
陸
上
競
技
場
の
建
設
か
ら

事
業
を
変
更
し
た
後
、
町
主
導
の

区
画
整
理
事
業
に
方
向
転
換
し
た

場
合
、
宅
地
へ
の
転
用
が
可
能
か

ど
う
か
の
判
断
も
含
め
、
課
税
対

象
と
な
る
か
ど
う
か
、
国
・
県
の

見
解
を
、
早
急
に
確
認
し
て
い
き

ま
す
。

運
動
公
園
整
備
事
業

の
今
後
の
進
め
方
に

つ
い
て

せ
っ
さ   

た
く
ま

建
設
工
事
の
現
地

　
日
本
福
祉
大
学
へ
の
通
学
路
沿
い
に

　
２
０
２
２
年
３
月
オ
ー
プ
ン
予
定
を

　
　
　
Ｐ
Ｒ
す
る
看
板
が

幼児教育・学校教育の課題は？

本町における少子化が　　　　　　　　
　　　想像以上に進んでいる状況です。
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山本　辰見山本　辰見

車いす対応の福祉車両
更新後は満車時の応援に使えないか？

行
っ
て
き
バ
ス

「
自
然
号
」
の
改
善
を

町
と
野
間
学
区
の

合
同
防
災
訓
練
は

問

　総
合
公
園
整
備
事
業
で
の
グ

ラ
ン
ド
拡
張
は
土
壌
に
問
題
が
あ

り
ま
す
が
、
当
初
計
画
の
野
球
場

・
サ
ッ
カ
ー
場
・
多
目
的
広
場
・

駐
車
場
は
、
そ
の
ま
ま
計
画
を
進

め
る
の
で
す
か
。

　事
業
展
開
は
継
続
可
能
で
す
か
。

町
長
　
町
民
第
２
グ
ラ
ン
ド
を
総

合
公
園
に
移
転
し
、
一
体
的
な
施

設
整
備
を
行
う
こ
と
が
有
意
義
と

考
え
て
い
ま
す
。
土
壌
問
題
は
、

農
地
造
成
の
際
に
搬
入
さ
れ
た
土

で
フ
ッ
素
の
値
が
基
準
値
を
若
干

超
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
早
急
に

正
式
な
調
査
を
実
施
し
、
造
成
計

画
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
事
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

問

　汚
染
土
壌
調
査
並
び
に
土
壌

汚
染
対
策
に
は
多
額
の
事
業
費
が

必
要
で
す
が
、
全
体
の
規
模
は
ど

れ
く
ら
い
で
す
か
。

都
市
整
備
課
長
　
面
積
で
は
約
９

千
㎡
、
全
体
の
16
％
く
ら
い
で
、

土
量
は
約
２
万
㎥
で
す
。

　
す
べ
て
フ
ッ
素
の
値
が
高
い
か

ど
う
か
不
明
で
す
が
、
㎥
あ
た
り

約
３
万
円
処
分
費
が
か
か
り
ま
す
。

問

　コ
ー
ス
の
一
部
や
乗
車
時
間

帯
に
よ
り
満
車
で
乗
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
実
態
は
い
か
が

で
す
か
。
運
転
手
か
ら
そ
の
都
度

報
告
は
あ
り
ま
す
か
。

町
長
　
満
車
で
乗
れ
な
い
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、

西
部
・
東
部
・
巡
回
の
３
ル
ー
ト

で
、
年
末
年
始
を
除
き
毎
日
運
行

し
て
お
り
ま
す
。

問

　今
後
、
更
新
時
に
残
す
循
環

ル
ー
ト
用
の
福
祉
車
両
を
、
乗
り

切
れ
な
か
っ
た
時
に
利
用
で
き
ま

せ
ん
か
。

　ま
た
、
西
部
ル
ー
ト
に
つ
い
て

河
和
駅
ま
で
コ
ー
ス
を
伸
ば
し
、

買
い
物
支
援
を
検
討
し
ま
せ
ん
か
。

総
務
部
長
　
満
車
時
の
福
祉
車
両

活
用
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
駅
ま
で
の
コ
ー
ス
延
長
も
時
間

の
制
約
が
あ
り
、
困
難
で
す
。

問

　利
用
者
か
ら
の
苦
情
・
要
望

な
ど
、
ど
の
よ
う
形
で
把
握
し
、

対
応
し
て
い
ま
す
か
。

町
長
　
今
年
度
か
ら
企
画
課
で
対

応
し
、
直
接
電
話
や
手
紙
等
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

総
務
部
長
　
可
能
な
範
囲
で
改
善

に
努
め
、
接
遇
に
関
す
る
苦
情
を

受
け
た
場
合
は
内
容
等
を
十
分
聞

き
、
速
や
か
に
委
託
業
者
に
連
絡

し
ま
す
。
言
葉
遣
い
が
悪
い
と
か
、

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
態
度
の
問
題

な
ど
、
口
頭
注
意
し
て
、
指
導
に

努
め
て
い
ま
す
。

 

問

　こ
の
秋
に
計
画
さ
れ
て
い
る

訓
練
は
ど
の
よ
う
な
計
画
で
す
か
。

町
長
　
11
月
４
日
の
祝
日
に
野
間

小
学
校
に
お
い
て
、
町
と
野
間
学

区
と
合
同
で
開
催
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
区
民
の
方
の
安
否
確
認
の
訓
練
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
分
か
れ
救
急
対

応
体
験
や
煙
体
験
、
炊
き
出
し
訓

練
を
は
じ
め
と
す
る
体
験
型
訓
練
、

消
防
団
に
よ
る
樋
門
操
作
訓
練
や

通
信
訓
練
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

防
災
課
長
　
避
難
所
の
開
設
訓
練

も
含
み
ま
す
。
７
月
に
現
地
の
関

係
者
と
詳
細
な
打
ち
合
わ
せ
を
予

定
し
て
い
ま
す
。応急給水訓練

避難訓練
濃煙体験

ヘリコプターでの
救援訓練

総合公園グランド拡張事業は
継続可能か？

問題の土を調査し、　　　　　
　　　造成計画など再検討します。
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横田　全博横田　全博

問
　
奥
田
駅
前
地
区
の
賑
わ
い
の

あ
る
拠
点
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に

進
め
ま
す
か
。

町
長
　
今
回
、
こ
れ
ま
で
難
し

か
っ
た
土
地
買
収
が
で
き
た
こ
と

を
生
か
し
、
町
営
の
事
業
と
し
て

区
画
整
備
に
よ
る
賑
わ
い
の
ま
ち

づ
く
り
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

問
　
運
動
公
園
整
備
事
業
の
費
用

対
効
果
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ

さ
い
。

町
長
　
再
度
、
精
査
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
現
在
、
事

業
の
経
緯
・
内
容
を
精
査
し
、
事

業
見
直
し
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
あ
く
ま
で
も
事
業
の
採
算
性
、

住
民
の
皆
様
や
美
浜
町
に
と
っ
て

最
も
い
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
考
え
て
、
結
論
を
出
し
て
い

き
ま
す
。

問
　
２
０
２
６
年
の
ア
ジ
ア
大
会

の
関
連
で
、
何
件
か

の
問
い
合
わ
せ
が
あ

る
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。

　
今
ま
で
、
ど
の
よ

う
な
大
会
の
誘
致
を

想
定
し
て
い
た
の
で

す
か
。

都
市
整
備
課
長
　
三

種
の
陸
上
競
技
場
と

い
う
こ
と
で
計
画
し

て
お
り
ま
し
た
の
で
、

愛
知
県
内
で
の
陸
上

競
技
大
会
な
ど
陸
連

主
催
の
大
会
の
ほ
か
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の

誘
致
も
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
内
の
他
市
町
で
は
取

り
組
ん
で
い
な
い
合
宿
誘
致
を
、

本
町
の
特
性
を
生
か
し
て
、
町
外

か
ら
呼
込
む
と
い
う
計
画
で
し
た
。

問
　
商
工
会
等
の
協
力
も
得
な
が

ら
、
観
光
協
会
を
中
心
に
し
て
、

合
宿
の
支
援
体
制
を
整
え
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
合
宿
受
け
入
れ

に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
然
、
経
済

効
果
が
見
込
め
る
と
い
う
こ
と
で

進
め
て
お
り
ま
し
た
。

　
利
用
さ
れ
る
方
の
手
続
き
が
簡

単
に
で
き
る
組
織
・
仕
組
み
を
つ

く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
関
係
機
関
の
御
意
見
を
い
た

だ
こ
う
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
た
。

問
　
陸
上
以
外
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

ど
う
い
う
も
の
を
計
画
し
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。

都
市
整
備
課
長
　
運
動
公
園
で
す

の
で
、
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
ク
ビ
ー
の

球
技
の
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
に

限
ら
ず
広
い
空
間
を
使
っ
た
、
こ

れ
ま
で
と
違
う
い
ろ
い
ろ
な
催
し

物
を
受
け
入
れ
る
こ
と
も
、
駅
前

と
い
う
利
便
性
も
活
か
し
て
可
能

で
あ
る
と
見
込
ん
で
い
ま
し
た
。

問
　
地
元
住
民
を
は
じ
め
、
国
や

県
等
の
関
係
者
は
、
運
動
公
園
の

完
成
が
危
ぶ
ま
れ
る
と
、
「
ま
た

か
」
と
の
思
い
か
ら
、
美
浜
町
に

対
す
る
信
用
・
信
頼
が
損
な
わ
れ

る
の
で
は
、
と
危
惧
し
て
お
り
ま

す
。

　
町
長
は
ど
の
よ
う
に
お
思
い
で

す
か
。

町
長
　
私
が
聞
い
た
範
囲
で
は
、

と
ん
で
も
な
い
と
い
う
声
が
多
い
。

　
今
回
、
私
は
ど
ち
ら
で
も
い
い

と
思
っ
た
。

　
国
・
県
と
ど
こ
ま
で
折
衝
で
き
、

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
か
、
で
き

な
け
れ
ば
大
変
な
問
題
で
す
。

　
そ
の
中
で
一
番
い
い
方
法
を
皆

さ
ん
と
考
え
て
い
く
し
か
な
い
。

既
に
、
こ
こ
ま
で
や
っ
た
の
だ
か

ら
。

　
で
も
土
地
は
買
っ
て
よ
か
っ
た
。

だ
か
ら
生
か
す
方
法
を
み
ん
な
で

や
っ
て
い
き
た
い
。

　
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
力
を
か
し
て

く
だ
さ
い
。

大
会
誘
致
の
想
定
は

基本設計検討図

運動公園について審議会とか
住民投票で信を問うようなことは？

当然、最悪の場合考えております。

集中豪雨等の出水時に備えるため、
山王川の河川中流拡幅のほかに、調
整池は「オンサイト貯留(現地貯留)方
式」で駐車場や広場等の地下に浸透
貯水する計画でした。
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横田　全博横田　全博

問
　
奥
田
駅
前
地
区
の
賑
わ
い
の

あ
る
拠
点
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に

進
め
ま
す
か
。

町
長
　
今
回
、
こ
れ
ま
で
難
し

か
っ
た
土
地
買
収
が
で
き
た
こ
と

を
生
か
し
、
町
営
の
事
業
と
し
て

区
画
整
備
に
よ
る
賑
わ
い
の
ま
ち

づ
く
り
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

問
　
運
動
公
園
整
備
事
業
の
費
用

対
効
果
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ

さ
い
。

町
長
　
再
度
、
精
査
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
現
在
、
事

業
の
経
緯
・
内
容
を
精
査
し
、
事

業
見
直
し
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
あ
く
ま
で
も
事
業
の
採
算
性
、

住
民
の
皆
様
や
美
浜
町
に
と
っ
て

最
も
い
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
考
え
て
、
結
論
を
出
し
て
い

き
ま
す
。

問
　
２
０
２
６
年
の
ア
ジ
ア
大
会

の
関
連
で
、
何
件
か

の
問
い
合
わ
せ
が
あ

る
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。

　
今
ま
で
、
ど
の
よ

う
な
大
会
の
誘
致
を

想
定
し
て
い
た
の
で

す
か
。

都
市
整
備
課
長
　
三

種
の
陸
上
競
技
場
と

い
う
こ
と
で
計
画
し

て
お
り
ま
し
た
の
で
、

愛
知
県
内
で
の
陸
上

競
技
大
会
な
ど
陸
連

主
催
の
大
会
の
ほ
か
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の

誘
致
も
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
内
の
他
市
町
で
は
取

り
組
ん
で
い
な
い
合
宿
誘
致
を
、

本
町
の
特
性
を
生
か
し
て
、
町
外

か
ら
呼
込
む
と
い
う
計
画
で
し
た
。

問
　
商
工
会
等
の
協
力
も
得
な
が

ら
、
観
光
協
会
を
中
心
に
し
て
、

合
宿
の
支
援
体
制
を
整
え
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
合
宿
受
け
入
れ

に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
然
、
経
済

効
果
が
見
込
め
る
と
い
う
こ
と
で

進
め
て
お
り
ま
し
た
。

　
利
用
さ
れ
る
方
の
手
続
き
が
簡

単
に
で
き
る
組
織
・
仕
組
み
を
つ

く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
関
係
機
関
の
御
意
見
を
い
た

だ
こ
う
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
た
。

問
　
陸
上
以
外
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

ど
う
い
う
も
の
を
計
画
し
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。

都
市
整
備
課
長
　
運
動
公
園
で
す

の
で
、
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
ク
ビ
ー
の

球
技
の
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
に

限
ら
ず
広
い
空
間
を
使
っ
た
、
こ

れ
ま
で
と
違
う
い
ろ
い
ろ
な
催
し

物
を
受
け
入
れ
る
こ
と
も
、
駅
前

と
い
う
利
便
性
も
活
か
し
て
可
能

で
あ
る
と
見
込
ん
で
い
ま
し
た
。

問
　
地
元
住
民
を
は
じ
め
、
国
や

県
等
の
関
係
者
は
、
運
動
公
園
の

完
成
が
危
ぶ
ま
れ
る
と
、
「
ま
た

か
」
と
の
思
い
か
ら
、
美
浜
町
に

対
す
る
信
用
・
信
頼
が
損
な
わ
れ

る
の
で
は
、
と
危
惧
し
て
お
り
ま

す
。

　
町
長
は
ど
の
よ
う
に
お
思
い
で

す
か
。

町
長
　
私
が
聞
い
た
範
囲
で
は
、

と
ん
で
も
な
い
と
い
う
声
が
多
い
。

　
今
回
、
私
は
ど
ち
ら
で
も
い
い

と
思
っ
た
。

　
国
・
県
と
ど
こ
ま
で
折
衝
で
き
、

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
か
、
で
き

な
け
れ
ば
大
変
な
問
題
で
す
。

　
そ
の
中
で
一
番
い
い
方
法
を
皆

さ
ん
と
考
え
て
い
く
し
か
な
い
。

既
に
、
こ
こ
ま
で
や
っ
た
の
だ
か

ら
。

　
で
も
土
地
は
買
っ
て
よ
か
っ
た
。

だ
か
ら
生
か
す
方
法
を
み
ん
な
で

や
っ
て
い
き
た
い
。

　
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
力
を
か
し
て

く
だ
さ
い
。

大
会
誘
致
の
想
定
は

基本設計検討図

運動公園について審議会とか
住民投票で信を問うようなことは？

当然、最悪の場合考えております。

集中豪雨等の出水時に備えるため、
山王川の河川中流拡幅のほかに、調
整池は「オンサイト貯留(現地貯留)方
式」で駐車場や広場等の地下に浸透
貯水する計画でした。
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大嵜　暁美大嵜　暁美

夏
休
み
中
の

子
ど
も
の
居
場
所
に

つ
い
て

新
た
な
児
童
ク
ラ
ブ
の

開
設
を

病
児
保
育
施
設
の

開
設
を

問
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用

状
況
は
。

　
ま
た
、
定
員
を
超
え
る
状
況
は

起
き
て
い
ま
す
か
。

町
長
　
児
童
ク
ラ
ブ
は
２
か
所
あ

り
、
定
員
は
各
60
名
で
す
。

　
５
月
末
現
在
の
利
用
児
童
数
は
、

河
和
児
童
ク
ラ
ブ
が
60
名
、
奥
田

児
童
ク
ラ
ブ
が
45
名
で
す
。

　
河
和
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
希
望
者

が
多
く
、
低
学
年
児
童
を
優
先
し

小
学
校
１
〜
３
年
生
の
み
が
入
所

し
て
い
ま
す
。

問
　
募
集
要
項
に
は
「
長
期
休
暇

の
み
の
利
用
は
不
可
」
と
記
載
が

あ
り
ま
す
が
、
夏
休
み
中
の
児
童

受
入
れ
を
検
討
で
き
ま
せ
ん
か
。

 
厚
生
部
長
　
今
年
度
、
定
員
に
達

し
て
い
な
い
奥
田
児
童
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て
は
、
運
用
を
改
め
、
夏
休

み
の
受
入
れ
を
し
ま
す
。

問
　
河
和
児
童
ク
ラ
ブ
は
定
員
に

達
し
て
い
ま
す
が
、
定
員
の
増
員

や
新
た
な
開
設
を
考
え
ら
れ
な
い

で
す
か
。

厚
生
部
長
　
予
算
以
外
に
も
場
所

や
指
導
員
の
確
保
な
ど
の
課
題
、

ま
た
今
後
の
利
用
者
の
需
要
を
総

合
的
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

 
問
　
夏
休
み
中
の
児
童
の
受
け
皿

を
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
。

厚
生
部
長
　
子
ど
も
た
ち
の
居
場

所
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
図
書
館

・
児
童
館
な
ど
、
ま
た
夏
休
み
に

子
ど
も
対
象
の
サ
ロ
ン
を
住
民
が

 

開
設
す
る
動
き
も
あ
り
ま
す
。

　
各
地
域
の
高
齢
者
サ
ロ
ン
に
も

参
加
で
き
れ
ば
、
多
世
代
交
流
が

図
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
住
民
が
開
設
す
る
地

域
の
居
場
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、

子
ど
も
の
参
加
が
可
能
か
、
開
催

日
時
な
ど
に
つ
い
て
ま
ち
づ
く
り

支
援
事
業
で
調
査
し
て
い
た
だ
き
、

一
覧
表
を
つ
く
り
配
布
で
き
た
ら

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
知
多
厚
生
病
院
の
敷
地
内
に

病
児
保
育
施
設
を
開
設
で
き
ま
せ

ん
か
。

町
長
　
病
院
の
事
務
局
か
ら
、
建

設
費
用
の
捻
出
や
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
確
保
等
、
様
々
な
問
題
が
あ
る

た
め
、
「
開
設
は
困
難
で
あ
る
」

と
回
答
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

問
　
愛
知
県
内
、
ま
た
知
多
管
内

で
の
病
児
・
病
後
児
保
育
の
実
施

状
況
は
。

健
康
・
子
育
て
課
長
　
県
内
38
市

 

町
村
に
72
施
設
あ
り
、
そ
の
う
ち

知
多
管
内
で
は
７
施
設
あ
り
ま
す
。

問
　
町
の
運
営
に
よ
る
病
児
保
育

施
設
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

厚
生
部
長
　
施
設
の
建
設
等
整
備

費
や
人
件
費
等
と
利
用
者
数
を
考

え
、
費
用
対
効
果
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

問
　
他
市
町
の
施
設
を
利
用
す
る

場
合
、
そ
の
市
町
の
在
住
者
よ
り

料
金
が
高
い
の
で
す
が
、
そ
の
差

額
を
町
で
負
担
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
か
。

厚
生
部
長
　
施
設
と
の
協
議
が
必

要
で
あ
り
、
前
向
き
に
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

奥
田
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
平
成
30
年
１
月
に
増
築

 

平
成
29
年
４
月
に
半
田
市
が
開
設
し
た

病
児
保
育
施
設
「 

げ
ん
き
の
芽 

」

長期休暇のみの　　　　　　　　
児童クラブ利用について

定員に達していない児童クラブで
受け入れます。
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中須賀　敬中須賀　敬

問

　所
信
表
明
に
お
い
て
農
業
を

活
か
し
た
町
の
活
性
化
に
つ
い
て

表
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
町
に

お
け
る
商
工
業
・
観
光
業
に
つ
い

て
、
町
長
の
見
解
は
。

町
長
　
農
業
と
同
様
に
商
工
業
・

観
光
業
に
つ
い
て
も
、
美
浜
町
に

と
っ
て
重
要
な
産
業
で
あ
り
、
こ

の
基
本
条
例
は
、
中
小
企
業
等
の

成
長
発
展
及
び
そ
の
事
業
の
持
続

的
発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
経
済
の
活
性
化
に
は
、
商

工
業
・
観
光
業
な
く
し
て
は
語
れ

ず
、
商
工
会
・
観
光
協
会
を
中
心

に
連
携
を
図
り
、
事
業
者
の
経
営

基
盤
の
安
定
化
及
び
強
化
し
、
交

流
人
口
の
増
加
に
向
け
た
施
策
等

に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

問

　地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
説
明
を
。

産
業
課
長
　
こ
れ
ま
で
東
海
レ
デ

ィ
ー
ス
ク
ラ
シ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
大
会

で
の
Ｐ
Ｒ
を
始
め
、
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
と
し
て
映
画
製

作
な
ど
に
多
数
協
力
し
た
こ
と
に

よ
る
知
名
度
の
ア
ッ
プ
や
、
ス
ポ

ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
と
し
て

少
年
野
球
全
国
大
会
誘
致
に
よ
る

経
済
効
果
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

町
長
　
町
内
企
業
の
99
．
７
％
が

中
小
企
業
で
あ
り
、
町
内
の
経
済

と
雇
用
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
住
民
・
商
工
会
及
び
町
が
連
携

・
協
力
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
、
地
域
社
会
全
体
で
取
り
組

む
こ
と
に
よ
り
、
本
町
の
更
な
る

発
展
と
住
民
生
活
の
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
い
た
し

ま
し
た
。

町
長
　
小
規
模
事
業
者
の
経
営
改

善
の
た
め
の
相
談
指
導
を
行
う
町

商
工
会
へ
の
補
助
や
、
中
小
企
業

者
へ
の
事
業
資
金
の
融
資
と
そ
の

保
証
料
に
対
す
る
補
助
等
で
す
。 

問

　目
的
と
対
象
者
は
。

町
長
　
国
が
行
う
消
費
税
・
地
方

消
費
税
の
増
税
に
対
す
る
軽
減
対

策
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
税
法
で
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
平

成
31
年
度
住
民
税
非
課
税
者
の
う

ち
生
活
保
護
被
保
護
者
等
を
除
く

住
民
、
ま
た
平
成
28
年
４
月
２
日

か
ら
令
和
元
年
９
月
30
日
ま
で
の

間
に
生
ま
れ
た
３
歳
未
満
の
子
が

い
る
世
帯
の
世
帯
主
が
対
象
で
す
。

　
町
内
で
は
三
千
三
百
人
が
対
象

と
な
る
見
込
み
で
す
。

問

　使
え
る
店
舗
や
販
売
価
格
は
。

町
長
　
商
工
会
と
連
携
を
図
り
、

町
内
店
舗
を
幅
広
く
公
募
し
ま
す
。

　
販
売
価
格
は
、
対
象
者
一
人
に

つ
き
、
商
品
券
一
冊
あ
た
り
額
面

五
千
円
を
、
現
金
四
千
円
で
販
売

し
、
購
入
限
度
は
一
人
あ
た
り
最

大
で
五
冊
ま
で
で
す
。

中
小
企
業
小
規
模
企
業

振
興
基
本
条
例
の
制
定

目
的
は

美
浜
町
が
既
に

取
り
組
ん
で
い
る

施
策
は

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

具
体
的
な
内
容
は

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業

　映
画
「
世
界
で
い
ち
ば
ん
長
い
写
真
」

　
　野
間
若
松
海
岸
で
の
撮
影

昨年のマンシングウェア
東海レディースクラッシック
　　ゴルフ大会の様子

中小企業小規模企業振興基本条例を
活かした地域経済の活性化は？

商工会・観光協会と連携して交流人口を
増やし、地域経済の活性化を図ります。
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中須賀　敬中須賀　敬

問

　所
信
表
明
に
お
い
て
農
業
を

活
か
し
た
町
の
活
性
化
に
つ
い
て

表
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
町
に

お
け
る
商
工
業
・
観
光
業
に
つ
い

て
、
町
長
の
見
解
は
。

町
長
　
農
業
と
同
様
に
商
工
業
・

観
光
業
に
つ
い
て
も
、
美
浜
町
に

と
っ
て
重
要
な
産
業
で
あ
り
、
こ

の
基
本
条
例
は
、
中
小
企
業
等
の

成
長
発
展
及
び
そ
の
事
業
の
持
続

的
発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
経
済
の
活
性
化
に
は
、
商

工
業
・
観
光
業
な
く
し
て
は
語
れ

ず
、
商
工
会
・
観
光
協
会
を
中
心

に
連
携
を
図
り
、
事
業
者
の
経
営

基
盤
の
安
定
化
及
び
強
化
し
、
交

流
人
口
の
増
加
に
向
け
た
施
策
等

に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

問

　地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
説
明
を
。

産
業
課
長
　
こ
れ
ま
で
東
海
レ
デ

ィ
ー
ス
ク
ラ
シ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
大
会

で
の
Ｐ
Ｒ
を
始
め
、
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
と
し
て
映
画
製

作
な
ど
に
多
数
協
力
し
た
こ
と
に

よ
る
知
名
度
の
ア
ッ
プ
や
、
ス
ポ

ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
と
し
て

少
年
野
球
全
国
大
会
誘
致
に
よ
る

経
済
効
果
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

町
長
　
町
内
企
業
の
99
．
７
％
が

中
小
企
業
で
あ
り
、
町
内
の
経
済

と
雇
用
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
住
民
・
商
工
会
及
び
町
が
連
携

・
協
力
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
、
地
域
社
会
全
体
で
取
り
組

む
こ
と
に
よ
り
、
本
町
の
更
な
る

発
展
と
住
民
生
活
の
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
い
た
し

ま
し
た
。

町
長
　
小
規
模
事
業
者
の
経
営
改

善
の
た
め
の
相
談
指
導
を
行
う
町

商
工
会
へ
の
補
助
や
、
中
小
企
業

者
へ
の
事
業
資
金
の
融
資
と
そ
の

保
証
料
に
対
す
る
補
助
等
で
す
。 

問

　目
的
と
対
象
者
は
。

町
長
　
国
が
行
う
消
費
税
・
地
方

消
費
税
の
増
税
に
対
す
る
軽
減
対

策
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
税
法
で
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
平

成
31
年
度
住
民
税
非
課
税
者
の
う

ち
生
活
保
護
被
保
護
者
等
を
除
く

住
民
、
ま
た
平
成
28
年
４
月
２
日

か
ら
令
和
元
年
９
月
30
日
ま
で
の

間
に
生
ま
れ
た
３
歳
未
満
の
子
が

い
る
世
帯
の
世
帯
主
が
対
象
で
す
。

　
町
内
で
は
三
千
三
百
人
が
対
象

と
な
る
見
込
み
で
す
。

問

　使
え
る
店
舗
や
販
売
価
格
は
。

町
長
　
商
工
会
と
連
携
を
図
り
、

町
内
店
舗
を
幅
広
く
公
募
し
ま
す
。

　
販
売
価
格
は
、
対
象
者
一
人
に

つ
き
、
商
品
券
一
冊
あ
た
り
額
面

五
千
円
を
、
現
金
四
千
円
で
販
売

し
、
購
入
限
度
は
一
人
あ
た
り
最

大
で
五
冊
ま
で
で
す
。

中
小
企
業
小
規
模
企
業

振
興
基
本
条
例
の
制
定

目
的
は

美
浜
町
が
既
に

取
り
組
ん
で
い
る

施
策
は

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

具
体
的
な
内
容
は

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業

　映
画
「
世
界
で
い
ち
ば
ん
長
い
写
真
」

　
　野
間
若
松
海
岸
で
の
撮
影

昨年のマンシングウェア
東海レディースクラッシック
　　ゴルフ大会の様子

中小企業小規模企業振興基本条例を
活かした地域経済の活性化は？

商工会・観光協会と連携して交流人口を
増やし、地域経済の活性化を図ります。
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野田　増男野田　増男

問

　運
動
公
園
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
今
一
度
、
町
長
の
見
解
を
。

町
長

　採
算
性
・
投
資
効
果
は
あ

る
の
か
考
え
、
止
め
る
た
め
に
は

国
・
県
の
承
認
を
得
て
い
か
な
い

と
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
私
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人
脈
が
あ

り
、
そ
の
人
た
ち
の
力
を
借
り
て

今
調
査
し
て
い
ま
す
。

問

　運
動
公
園
整
備
事
業
を
中
止

し
た
場
合
に
、
追
加
で
発
生
す
る

費
用
及
び
そ
の
財
源
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
対
応
し
ま
す
か
。

 

町
長
　
ど
う
い
う
形
で
県
・
国
と

の
決
着
が
つ
く
の
か
、
今
は
こ
の

こ
と
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
国
・

県
、
あ
ら
ゆ
る
所
の
知
恵
を
借
り

て
町
民
が
損
を
し
な
い
よ
う
一
番

良
い
方
法
で
、
議
会
に
も
認
め
て

い
た
だ
け
る
や
り
方
を
取
ら
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

問

　「
ま
ず
一
番
に
山
王
川
の
河

川
改
修
を
実
施
し
、
河
川
近
隣
の

町
民
の
安
全
を
守
り
ま
す
」
と
の

公
約
で
し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
進

め
ま
す
か
。

町
長
　
で
き
る
の
か
、
で
き
な
い

の
か
じ
ゃ
な
く
て
、
や
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
山
王
川
を
上
野
間

の
稲
早
川
の
よ
う
に
下
流
か
ら
広

げ
て
い
く
こ
と
を
、
ま
ず
県
に
お

願
い
し
ま
す
。

問

　運
動
公
園
整
備
事
業
を
中
止

し
た
場
合
に
発
生
す
る
費
用
に
つ

い
て
担
当
か
ら
説
明
を
。

産
業
建
設
部
長
　
町
長
が
こ
れ
か

ら
国
・
県
へ
相
談
す
る
と
い
う
こ

と
を
前
も
っ
て
お
話
し
し
て
お
き

ま
す
。 

　
今
回
、
公
園
事
業
と
い
う
こ
と

で
国
か
ら
交
付
金
を
も
ら
い
、
平

成
31
年
度
も
内
示
を
受
け
て
い
ま

す
。

　
「
適
正
化
法
」
に
よ
り
目
的
以

外
ま
た
は
中
止
し
た
場
合
に
は
、

補
助
金
を
返
還
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
辺
を
含
め
、
国
・
県
へ
相
談

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

　運
動
公
園
整
備
を
中
止
し
て

町
営
の
区
画
整
備
事
業
を
実
施
す

る
と
の
公
約
で
し
た
が
、
実
現
可

能
で
す
か
。

　ま
た
、
区
画
整
理
に
事
業
変
更

し
た
場
合
、
既
に
受
け
た
国
の
交

付
金
や
、
借
入
し
た
起
債
の
返
還

に
つ
い
て
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

町
長
　
法
律
的
に
通
る
か
通
ら
な

い
か
、
分
か
り
ま
せ
ん
。
折
衝
、

あ
る
い
は
県
・
国
が
認
め
て
く
れ

る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
、
大
変
だ

と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
今
度
は

譲
渡
税
が
か
か
っ
て
く
る
と
言
っ

た
ら
大
変
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、

売
っ
た
人
た
ち
。
こ
の
ま
ま
許
し

て
い
た
だ
け
る
の
か
。
国
・
県
と

相
談
し
な
が
ら
解
決
し
て
い
く
方

法
は
あ
る
の
か
と
。

問

　整
備
を
中
止
し
た
場
合
、
日

本
福
祉
大
学
の
撤
退
や
名
鉄
知
多

新
線
も
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
大
学
が
来
て
35
年
ほ
ど
、
そ

の
経
済
効
果
は
500
億
円
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
町
長
が
止
め
る
の

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
覚
悟
と

そ
れ
に
見
合
う
何
か
が
あ
る
の
で

す
か
。

町
長
　
そ
ん
な
こ
と
を
、
私
た
ち

が
こ
こ
で
言
え
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

造
成
工
事
中
の
治
水
対
策
と
し
て

　
　整
備
さ
れ
た
「
仮
設
」
の
調
整
池

競
技
場
が
で
き
れ
ば
地
下
式
貯
留
池
に

陸
上
競
技
場
の
建
設
は
ど
う
す
る
？

　造
成
工
事
は
継
続
す
る
と
い
う
が

山
王
川
の
河
川
改
修
は

区
画
整
理
事
業
に

変
更
は
で
き
る
の
か

どう進めていく？　　　　
　　　　　運動公園整備事業

国・県、あらゆるところで皆さんの知恵を
借り、町民が損しない方法をとります。
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杉浦　　剛杉浦　　剛

問
　
今
年
４
月
に
設
置
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、
美
浜
町
内
各
地
で
行

わ
れ
て
い
る
工
事
に
つ
い
て
は
、

埋
め
立
て
土
砂
と
セ
ッ
ト
で
工
事

が
さ
れ
る
例
が
多
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

 

　
認
可
前
に
着
工
し
た
り
、
関
係

者
に
説
明
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

り
な
ど
の
事
例
も
あ
る
と
聞
き
ま

す
。
事
前
着
工
が
な
い
よ
う
に
、

し
っ
か
り
と
監
視
体
制
を
取
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が

で
す
か
。

厚
生
部
長
　
奥
田
中
山
池
の
上
流

部
で
の
現
場
で
、
事
前
着
工
が
あ

り
ま
し
た
。
今
後
は
遵
守
す
る
よ

う
指
導
し
ま
す
。
埋
め
立
て
土
も

条
例
に
従
い
、
検
査
を

さ
せ
て
確
認
し
て
い
き

ま
す
。

問
　
農
地
の
荒
廃
化
が
、

担
い
手
の
高
齢
化
と
後

継
者
不
足
か
ら
増
え
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
に
太
陽
光
発
電

の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が

設
置
さ
れ
、
農
地
が
虫

食
い
状
態
で
す
が
、
町

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
農
地
転
用
は
、

現
在
の
法
律
の
中
で
各

種
法
令
を
守
っ
て
い
れ

ば
認
め
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。 

　
ま
た
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
策
定

さ
れ
ま
し
た
が
、
法
的
拘
束
力
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
に
は
、
国

の
法
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
て
、
町
村
会
を

通
じ
県
及
び
国
へ
強
く
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

問
　
法
整
備
の
要
望
は
喫
緊
の
課

題
で
す
が
、
町
と
し
て
で
き
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

町
長
　
奥
田
平
井
の
放
任
み
か
ん

園
が
30 

ha
く
ら
い
あ
り
ま
す
。

　
町
で
借
り
上
げ
、
優
良
農
地
と

し
て
町
内
外
の
農
業
志
願
者
へ
貸

し
出
し
や
、
こ
れ
か
ら
の
美
浜
の

農
業
を
増
や
し
振
興
さ
せ
る
た
め

に
、
行
政
が
Ｊ
Ａ
と
と
も
に
地
域

の
声
を
よ
く
聞
い
て
、
基
盤
の
シ

ス
テ
ム
を
創
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
体
験
型
観
光
農
園
で
交
流
人
口

を
増
や
し
、
町
内
に
宿
泊
し
て
も

ら
う
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

問
　
東
海
・
東
南
海
地
震
が
危
惧

さ
れ
ま
す
。
海
岸
部
に
住
居
が
密

集
し
て
お
り
、
津
波
が
来
た
と
き

に
は
、
近
く
の
高
台
に
一
時
避
難

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
夜
間
や
停
電
時
で
も
ス
ム
ー
ズ

に
避
難
で
き
る
よ
う
、
ソ
ー
ラ
ー

発
電
式
の
街
灯
を
検
討
で
き
ま
せ

ん
か
。

町
長
　
バ
ッ
テ
リ
ー
搭
載
で
壁
面

設
置
可
能
な
ソ
ー
ラ
ー
街
灯
を
検

討
し
ま
し
た
が
、
現
在
使
わ
れ
て

い
る
防
犯
灯
と
同
じ
明
る
さ
を
維

持
す
る
に
は
、
2.5
倍
と
高
価
で
あ

り
、
点
灯
時
間
も
短
く
天
候
に
も

左
右
さ
れ
や
す
い
こ
と
か
ら
、
現

段
階
で
は
設
置
す
る
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
。
避
難
す
る
際
に
備
え
る

こ
と
と
し
て
、
枕
元
に
運
動
靴
、

懐
中
電
灯
、
携
帯
電
話
の
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。
防
災
訓
練
な
ど

で
も
町
民
に
広
く
周
知
し
、
い
ざ

と
い
う
時
に
備
え
る
こ
と
を
お
願

い
し
ま
す
。

太
陽
光
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

設
置
の
現
状
に
つ
い
て

避
難
経
路
の
街
灯
に

つ
い
て

奥
田
中
山
池
付
近
の
太
陽
光
発
電

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
設
置
工
事
現
場

農地の荒廃化と　　　　　　　　
太陽光パネルの設置について

地域の実情を踏まえ、　　　　　　
　　　県及び国へ強く要望する
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杉浦　　剛杉浦　　剛

問
　
今
年
４
月
に
設
置
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、
美
浜
町
内
各
地
で
行

わ
れ
て
い
る
工
事
に
つ
い
て
は
、

埋
め
立
て
土
砂
と
セ
ッ
ト
で
工
事

が
さ
れ
る
例
が
多
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

 

　
認
可
前
に
着
工
し
た
り
、
関
係

者
に
説
明
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

り
な
ど
の
事
例
も
あ
る
と
聞
き
ま

す
。
事
前
着
工
が
な
い
よ
う
に
、

し
っ
か
り
と
監
視
体
制
を
取
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が

で
す
か
。

厚
生
部
長
　
奥
田
中
山
池
の
上
流

部
で
の
現
場
で
、
事
前
着
工
が
あ

り
ま
し
た
。
今
後
は
遵
守
す
る
よ

う
指
導
し
ま
す
。
埋
め
立
て
土
も

条
例
に
従
い
、
検
査
を

さ
せ
て
確
認
し
て
い
き

ま
す
。

問
　
農
地
の
荒
廃
化
が
、

担
い
手
の
高
齢
化
と
後

継
者
不
足
か
ら
増
え
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
に
太
陽
光
発
電

の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が

設
置
さ
れ
、
農
地
が
虫

食
い
状
態
で
す
が
、
町

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
農
地
転
用
は
、

現
在
の
法
律
の
中
で
各

種
法
令
を
守
っ
て
い
れ

ば
認
め
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。 

　
ま
た
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
策
定

さ
れ
ま
し
た
が
、
法
的
拘
束
力
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
に
は
、
国

の
法
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
て
、
町
村
会
を

通
じ
県
及
び
国
へ
強
く
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

問
　
法
整
備
の
要
望
は
喫
緊
の
課

題
で
す
が
、
町
と
し
て
で
き
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

町
長
　
奥
田
平
井
の
放
任
み
か
ん

園
が
30 

ha
く
ら
い
あ
り
ま
す
。

　
町
で
借
り
上
げ
、
優
良
農
地
と

し
て
町
内
外
の
農
業
志
願
者
へ
貸

し
出
し
や
、
こ
れ
か
ら
の
美
浜
の

農
業
を
増
や
し
振
興
さ
せ
る
た
め

に
、
行
政
が
Ｊ
Ａ
と
と
も
に
地
域

の
声
を
よ
く
聞
い
て
、
基
盤
の
シ

ス
テ
ム
を
創
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
体
験
型
観
光
農
園
で
交
流
人
口

を
増
や
し
、
町
内
に
宿
泊
し
て
も

ら
う
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

問
　
東
海
・
東
南
海
地
震
が
危
惧

さ
れ
ま
す
。
海
岸
部
に
住
居
が
密

集
し
て
お
り
、
津
波
が
来
た
と
き

に
は
、
近
く
の
高
台
に
一
時
避
難

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
夜
間
や
停
電
時
で
も
ス
ム
ー
ズ

に
避
難
で
き
る
よ
う
、
ソ
ー
ラ
ー

発
電
式
の
街
灯
を
検
討
で
き
ま
せ

ん
か
。

町
長
　
バ
ッ
テ
リ
ー
搭
載
で
壁
面

設
置
可
能
な
ソ
ー
ラ
ー
街
灯
を
検

討
し
ま
し
た
が
、
現
在
使
わ
れ
て

い
る
防
犯
灯
と
同
じ
明
る
さ
を
維

持
す
る
に
は
、
2.5
倍
と
高
価
で
あ

り
、
点
灯
時
間
も
短
く
天
候
に
も

左
右
さ
れ
や
す
い
こ
と
か
ら
、
現

段
階
で
は
設
置
す
る
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
。
避
難
す
る
際
に
備
え
る

こ
と
と
し
て
、
枕
元
に
運
動
靴
、

懐
中
電
灯
、
携
帯
電
話
の
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。
防
災
訓
練
な
ど

で
も
町
民
に
広
く
周
知
し
、
い
ざ

と
い
う
時
に
備
え
る
こ
と
を
お
願

い
し
ま
す
。

太
陽
光
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

設
置
の
現
状
に
つ
い
て

避
難
経
路
の
街
灯
に

つ
い
て

奥
田
中
山
池
付
近
の
太
陽
光
発
電

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
設
置
工
事
現
場

農地の荒廃化と　　　　　　　　
太陽光パネルの設置について

地域の実情を踏まえ、　　　　　　
　　　県及び国へ強く要望する
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総合公園の拡張工事は
進むのか？

森川　元晴森川　元晴

大
規
模
な
自
然
災
害
時
の

災
害
弱
者
へ
の
対
応
は

美
浜
町
総
合
公
園

拡
張
事
業
に
つ
い
て

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
等
に
つ
い
て

問

　総
合
公
園
拡
張
事
業
の
本
来

の
目
的
は
何
で
す
か
。

町
長
　
第
２
町
民
グ
ラ
ン
ド
の
代

替
機
能
の
確
保
及
び
交
流
拠
点
や

防
災
拠
点
の
機
能
拡
張
を
目
的
と

し
て
、
当
初
の
計
画
を
立
て
た
も

の
で
す
。

問

　外
か
ら
入
れ
ら
れ
た
土
で
、

フ
ッ
素
が
基
準
値
を
わ
ず
か
に
超

え
、
用
地
取
得
を
見
送
っ
た
土
地

問
題
に
つ
い
て
、
以
前
か
ら
把
握

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

町
長
　
平
成
29
年
度
の
調
査
に
よ

り
事
実
を
把
握
し
ま
し
た
。

問

　課
題
・
難
題
だ
け
を
次
世
代

に
先
送
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

町
長
　
今
後
は
、
調
査
を
優
先
し
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
最
も
好

ま
し
い
土
地
利
用
や
造
成
計
画
に

つ
い
て
、
用
地
の
取
得
も
含
め
て

再
検
討
し
た
上
で
、
事
業
を
進
め 

ま
す
。
課
題
・
難
題
を
次
世
代
に

先
送
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問

　今
後
の
事
業
の
進
め
方
に
つ

い
て
、
町
民
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
、

理
解
を
求
め
て
い
く
の
で
す
か
。

町
長
　
町
民
が
納
得
す
る
説
明
は

当
然
、
今
考
え
て
い
る
こ
と
も
報

告
を
し
て
理
解
を
求
め
て
行
き
ま

す
。

 

問

　「
災
害
時
要
支
援
者
」
登
録

台
帳
（
申
請
者
名
簿
）
が
、
自
主

防
災
会
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　ど
の
よ
う
な
趣
旨
・
目
的
で
活

用
さ
れ
ま
す
か
。

町
長
　
自
力
で
の
避
難
等
が
困
難

な
要
支
援
者
を
把
握
し
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
31
年
４
月
末
現
在
、
731
名

が
登
録
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
に
お
け
る
安
否
確
認
、

救
出
活
動
、
避
難
誘
導
に
活
用
い

た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。 

 

問

　介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ

き
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
や
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
、
本
町
の
実
情
は
。

町
長
　
町
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
推
進
協
議
会
を
中
心
に
、
４
項

目
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
医
療
と
介
護
職
の
多
職
種
連
携

支
援
を
目
指
す
情
報
共
有
シ
ス
テ

ム
の
推
進
、
介
護
予
防
施
策
、
認

知
症
施
策
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
配
置
、
こ
れ
ら
の
施

策
を
通
じ
て
、
す
べ
て
の
人
々
が

役
割
を
持
ち
、
支
え
あ
い
、
自
分

ら
し
く
活
躍
し
、
福
祉
な
ど
の
公

的
サ
ー
ビ
ス
と
協
働
し
、
助
け
合

い
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

土
砂
は
運
動
公
園
に
搬
出

　総合公園・運動公園事業は
関連した事業ですか？

都市公園事業(国の交付金事業)として
関連があります。
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問
　
運
動
公
園
整
備
事
業
の
陸
上

競
技
場
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

町
長
　
現
在
、
工
事
中
の
も
の
は
、

平
成
30
年
度
事
業
を
繰
越
し
て
い

る
造
成
工
事
及
び
町
道
の
付
替
工

事
で
す
。
町
道
の
付
替
工
事
は
、

こ
の
地
域
に
と
っ
て
有
益
な
事
業

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
継
続
が
必
要

と
判
断
し
今
後
も
進
め
ま
す
。

問
　
こ
れ
か
ら
運
動
公
園
整
備
事

業
を
ど
う
し
ま
す
か
。

町
長
　
運
動
公
園
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
施
工
途
中
で
の
中
止
は

業
者
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と

や
、
現
場
を
放
置
す
る
こ
と
は
防

災
上
好
ま
し
く
な
い
た
め
、
工
事

を
続
行
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
元
年
度
事
業
に
つ

い
て
は
、
ス
タ
ン
ド
等
の
建
築
物

の
実
施
設
計
業
務
は
保
留
と
し
、

造
成
工
事
の
継
続
及
び
調
整
池
の

工
事
や
地
質
調
査
業
務
は
、
当
地

区
で
の
今
後
の
整
備
に
無
駄
に
は

な
ら
な
い
た
め
、
実
施
を
指
示
し

ま
し
た
。

　
今
後
、
陸
上
競
技
場
の
中
止
を

含
め
た
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
　
こ
の
事
業
に
つ
い
て
知
ら
な

い
町
民
が
多
す
ぎ
ま
す
。
ど
の
よ

う
に
検
討
し
て
い
く
の
で
す
か
。

町
長
　
当
然
、
陸
上
競
技
場
を
中

心
と
し
て
運
動
公
園
整
備
事
業
の

中
止
を
含
め
た
見
直
し
を
検
討
す

る
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
に
伴
う
影

響
も
精
査
し
、
こ
の
地
区
を
ど
の

よ
う
に
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
最

良
か
と
判
断
し
て
進
め
ま
す
。

問
　
現
在
、
美
浜
町
で
は
中
学
校

３
年
生
15
才
ま
で
無
料
化
を
実
施

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
の
た

め
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
保
護
者
か
ら
は
南
知

多
町
の
よ
う
に
高
校
３
年
生
18
才

ま
で
拡
充
し
て
ほ
し
い
と
強
い
要

望
が
あ
り
ま
す
。

　
本
町
も
南
知
多
町
の
よ
う
に
拡

充
し
ま
せ
ん
か
。

町
長
　
18
才
ま
で
医
療
費
無
料
化

は
、
県
下
54
市
町
村
の
う
ち
９
市

町
村
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
無
料
化
が
ベ
ス
ト
で
は
な
く
、

医
療
費
を
削
減
し
て
元
気
で
過
ご

す
こ
と
、
健
康
で
あ
る
こ
と
が
、

町
政
に
と
っ
て
ベ
ス
ト
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
無
料
化
を
進
め
る
よ
り
も
、
健

康
づ
く
り
に
さ
ら
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
の
無
料
化
を
拡
大
す
る

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

  

問
　
現
在
河
和
小
学
校
で
開
設
し

て
い
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
は
、

布
土
小
学
校
か
ら
14
名
の
児
童
が

利
用
し
て
い
ま
す
。
授
業
終
了
後

タ
ク
シ
ー
に
よ
る
移
送
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
費
用
は
い
く
ら

で
す
か
。

健
康
・
子
育
て
課
長
　
平
成
30
年

度
決
算
ベ
ー
ス
で
、
河
和
と
奥
田

の
両
方
合
わ
せ
て
、
年
間
約
281
万

円
で
す
。

問
　
布
土
地
域
の
母
親
か
ら
布
土

学
区
に
も
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を

開
設
し
て
ほ
し
い
と
い
う
強
い
要

望
が
あ
り
、
働
く
母
親
の
た
め
に

も
ぜ
ひ
開
設
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
が
。

町
長
　
開
設
場
所
の
選
定
や
工
事

費
用
、
指
導
員
の
確
保
な
ど
、
問

題
を
総
合
的
に
検
証
し
、
判
断
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化

制
度
拡
充
を

布
土
地
区
で
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設
に

つ
い
て

前
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た

　
　
　
町
道
付
け
替
え
工
事
は
継
続

陸上競技場建設計画　　　　
　　　　中止への今後の対応は？

陸上競技場の見直しを検討し、　
　　　　　　その影響も精査します。
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問
　
運
動
公
園
整
備
事
業
の
陸
上

競
技
場
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

町
長
　
現
在
、
工
事
中
の
も
の
は
、

平
成
30
年
度
事
業
を
繰
越
し
て
い

る
造
成
工
事
及
び
町
道
の
付
替
工

事
で
す
。
町
道
の
付
替
工
事
は
、

こ
の
地
域
に
と
っ
て
有
益
な
事
業

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
継
続
が
必
要

と
判
断
し
今
後
も
進
め
ま
す
。

問
　
こ
れ
か
ら
運
動
公
園
整
備
事

業
を
ど
う
し
ま
す
か
。

町
長
　
運
動
公
園
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
施
工
途
中
で
の
中
止
は

業
者
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と

や
、
現
場
を
放
置
す
る
こ
と
は
防

災
上
好
ま
し
く
な
い
た
め
、
工
事

を
続
行
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
元
年
度
事
業
に
つ

い
て
は
、
ス
タ
ン
ド
等
の
建
築
物

の
実
施
設
計
業
務
は
保
留
と
し
、

造
成
工
事
の
継
続
及
び
調
整
池
の

工
事
や
地
質
調
査
業
務
は
、
当
地

区
で
の
今
後
の
整
備
に
無
駄
に
は

な
ら
な
い
た
め
、
実
施
を
指
示
し

ま
し
た
。

　
今
後
、
陸
上
競
技
場
の
中
止
を

含
め
た
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
　
こ
の
事
業
に
つ
い
て
知
ら
な

い
町
民
が
多
す
ぎ
ま
す
。
ど
の
よ

う
に
検
討
し
て
い
く
の
で
す
か
。

町
長
　
当
然
、
陸
上
競
技
場
を
中

心
と
し
て
運
動
公
園
整
備
事
業
の

中
止
を
含
め
た
見
直
し
を
検
討
す

る
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
に
伴
う
影

響
も
精
査
し
、
こ
の
地
区
を
ど
の

よ
う
に
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
最

良
か
と
判
断
し
て
進
め
ま
す
。

問
　
現
在
、
美
浜
町
で
は
中
学
校

３
年
生
15
才
ま
で
無
料
化
を
実
施

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
の
た

め
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
保
護
者
か
ら
は
南
知

多
町
の
よ
う
に
高
校
３
年
生
18
才

ま
で
拡
充
し
て
ほ
し
い
と
強
い
要

望
が
あ
り
ま
す
。

　
本
町
も
南
知
多
町
の
よ
う
に
拡

充
し
ま
せ
ん
か
。

町
長
　
18
才
ま
で
医
療
費
無
料
化

は
、
県
下
54
市
町
村
の
う
ち
９
市

町
村
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
無
料
化
が
ベ
ス
ト
で
は
な
く
、

医
療
費
を
削
減
し
て
元
気
で
過
ご

す
こ
と
、
健
康
で
あ
る
こ
と
が
、

町
政
に
と
っ
て
ベ
ス
ト
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
無
料
化
を
進
め
る
よ
り
も
、
健

康
づ
く
り
に
さ
ら
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
の
無
料
化
を
拡
大
す
る

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

  

問
　
現
在
河
和
小
学
校
で
開
設
し

て
い
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
は
、

布
土
小
学
校
か
ら
14
名
の
児
童
が

利
用
し
て
い
ま
す
。
授
業
終
了
後

タ
ク
シ
ー
に
よ
る
移
送
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
費
用
は
い
く
ら

で
す
か
。

健
康
・
子
育
て
課
長
　
平
成
30
年

度
決
算
ベ
ー
ス
で
、
河
和
と
奥
田

の
両
方
合
わ
せ
て
、
年
間
約
281
万

円
で
す
。

問
　
布
土
地
域
の
母
親
か
ら
布
土

学
区
に
も
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を

開
設
し
て
ほ
し
い
と
い
う
強
い
要

望
が
あ
り
、
働
く
母
親
の
た
め
に

も
ぜ
ひ
開
設
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
が
。

町
長
　
開
設
場
所
の
選
定
や
工
事

費
用
、
指
導
員
の
確
保
な
ど
、
問

題
を
総
合
的
に
検
証
し
、
判
断
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化

制
度
拡
充
を

布
土
地
区
で
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設
に

つ
い
て

前
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た

　
　
　
町
道
付
け
替
え
工
事
は
継
続

陸上競技場建設計画　　　　
　　　　中止への今後の対応は？

陸上競技場の見直しを検討し、　
　　　　　　その影響も精査します。
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働
き
方
改
革
で

本
町
職
員
へ
の
影
響
は

問
　
町
内
公
共
施
設
、
道
路
や
水

路
の
維
持
修
繕
・
改
良
、
小
中
学

校
の
統
廃
合
を
含
め
、
今
後
の
進

め
方
や
予
算
確
保
に
つ
い
て
ど
う

し
ま
す
か
。

町
長
　
平
成
18
年
度
は
都
市
計
画

事
業
基
金
が
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
平
成
29
年
度
は
都
市
計
画
事

業
基
金
を
含
め
て
も
基
金
残
高
は

減
少
し
て
お
り
、
町
税
収
入
に
お

い
て
も
同
様
に
減
少
し
て
い
ま
す
。 

　
一
方
で
、
民
生
費
の
決
算
額
は
、

平
成
18
年
度
よ
り
平
成
29
年
度
の

方
が
増
加
し
て
お
り
、
土
木
費
に

つ
い
て
も
、
目
的
税
で
あ
る
都
市

計
画
税
を
充
て
て
い
る
公
園
整
備

事
業
に
係
る
費
用
を
含
め
る
と
、

同
様
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
毎
年
の
予
算
編

成
に
あ
た
り
、
年
々
増
加
傾
向
に

あ
る
民
生
費
等
を
含
ん
だ
歳
出
に

対
し
、
伸
び
悩
む
町
税
収
入
等
の

歳
入
が
不
足
す
る
分
を
、
基
金
を

取
り
崩
し
充
て
て
い
た
も
の
で
あ

り
、
本
町
の
財
政
事
情
が
非
常
に

厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
水
準
で
今
後
40
年
間
維

持
し
た
場
合
の
更
新
・
大
規
模
改

修
に
要
す
る
費
用
は
、
か
な
り
の

金
額
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
現
在

保
有
す
る
公
共
施
設
等
を
そ
の
ま

ま
維
持
・
保
有
し
続
け
る
こ
と
は

財
政
面
か
ら
ほ
ぼ
不
可
能
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
国
・
県
の
補

助
金
及
び
起
債
の
活
用
は
も
と
よ

り
、
基
金
等
に
継
続
し
て
積
立
が

で
き
る
財
政
状
況
を
確
保
し
、
保

育
所
を
は
じ
め
小
中
学
校
の
再
編

や
、
社
会
教
育
施
設
の
相
互
利
用

・
広
域
化
を
検
討
し
、
真
に
必
要

と
な
る
施
設
等
を
計
画
的
に
長
寿

命
化
・
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
　
今
後
、
税
収
の
増
加
に
つ
な

が
る
施
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
の
で
す
か
。

町
長
　
本
町
に
お
い
て
も
全
国
と

同
様
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口

減
少
が
進
ん
で
お
り
、
住
民
税
に

よ
る
収
入
が
減
少
す
る
な
ど
、
財

政
に
お
い
て
は
厳
し
い
状
況
と
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
人
口
減
少
に
つ
い
て
は
、
地
域

か
ら
若
者
世
代
が
流
出
す
る
こ
と

も
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
人
口
の
維
持
に
努
め
、

税
収
や
経
済
効
果
の
上
が
る
事
業

を
展
開
し
、
町
民
の
皆
様
が
希
望

を
持
ち
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
主
な
施
策

と
し
て
、
若
者
世
代
の
雇
用
や
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
企
業
の

誘
致
、
観
光
農
園
産
業
な
ど
、
本

町
の
自
然
や
地
域
資
源
を
活
か
し

て
、
地
域
に
人
を
呼
び
、
仕
事
を

創
る
取
り
組
み
を
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

問
　
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た

働
き
方
改
革
法
案
は
、
働
い
て
い

る
方
す
べ
て
が
対
象
で
あ
り
、
本

町
の
職
員
等
に
お
い
て
、
ど
の
よ

う
な
影
響
が
あ
り
ま
す
か
。

町
長
　
職
員
に
影
響
す
る
主
な
も

の
は
、
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

導
入
と
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な

取
得
が
あ
り
ま
す
。
原
則
、
月
45

時
間
・
年
間
360
時
間
の
上
限
範
囲

内
で
時
間
外
労
働
を
す
る
こ
と
と

な
り
、
10
日
以
上
の
年
次
有
給
休

が
付
与
さ
れ
る
労
働
者
に
最
低
５

日
以
上
取
得
さ
せ
る
こ
と
が
義
務

化
さ
れ
ま
し
た
。

　
業
務
量
の
増
加
に
は
、
組
織
全

体
で
業
務
削
減
や
合
理
化
に
取
り

組
み
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

招
か
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

町
総
合
公
園
体
育
館
は
築
27
年
目

　
　
　
　
（
平
成
４
年
10
月
に
完
成
）

　老朽化した公共施設の
今後の対応は？

真に必要な施設等の　　　　　　
　　長寿命化・整備を行います。
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　本年４月に行われた統一地方選
挙後、新しい構成議員による議会
広報特別委員会がスタートしまし
た。平成から令和に元号も変わり、
最初の６月定例会についての議会
だよりを、ぜひ町民の皆様に読ん
でいただき感想を議員にお寄せい
ただければと思います。
　私たちも皆様の声を参考にして
より一層努力し、町民の方々に議
会や議員の活動を知っていただき、
ご理解いただければと思います。
皆様に愛される「みはま議会だよ
り」を目指し頑張りますので、応
援をよろしくお願いします。　　
　　　　　　　　　　　　Ｈ・Ｍ
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令和元年　第２回
議会定例会 (６月 )
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付託委員会 … 　総産→総務産常任業委員会に付託、　文厚→文教厚生常任委員会に付託、　各→両常任委員会に分割付託
○は賛成　×は反対　　「退」　は退席により採決不参加　　　大岩　靖 議長は採決に加わりません。
※繰越明許と事故繰越しについて…地方自治法の規定に基づき、ともに諸事情により翌年度に予算を繰越して事業を執行するもの。
　翌年後５月３１日までに計算書を調整し、議会に報告する必要があります。（この報告に対する議決は行いません。）

☆みはま議会だよりは、スマートフォンアプリ「マチイロ」でもご覧になれます。 
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平成３０年度美浜町一般会計繰越明許費について - - - - - - - - - - - - - - -
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美浜町附属機関設置条例の一部を改正する条例について 総産 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○- ○

美浜町農業集落家庭排水処理施設の設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例について 総産 可決 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○○- ○

美浜町農業集落家庭排水処理施設設置事業分担金徴収条例の一部
を改正する条例について 総産 可決 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○○- ○

美浜町介護保険条例の一部を改正する条例について 文厚 可決 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○○- ○

令和元年度美浜町一般会計補正予算（第１号） 各 可決 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○○- ○

令和元年度美浜町介護保険特別会計補正予算（第１号） 文厚 可決 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○○- ○

消費税率10％への引き上げの中止を求める意見書について - 否決 × × × × ○ ○ × × × × - × × ×

美浜町運動公園整備促進検討特別委員会の設置について - 可決 ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○○- ○
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令和元年９月定例会の開催予定
いずれも午前９時から　美浜町役場３階

2019年　９月
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討論・採決
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全員協議会
（議案説明会）

あなたも議会を傍聴しませんか？
　本会議場で行なわれる議会は、どなたでも傍聴することがで
きます。
　また、全員協議会および各委員会は議長等の許可があれば傍
聴することができます。
　※　議会傍聴の際に、手話通訳など支援が必要な方は、
　　お手数ですが２週間前までにご相談ください。

 ☆ ケーブルテレビ(ＣＣＮＣ)放送予定 ☆ 
【121ch】午前９時 ～「一般質問」放映

９月12日(木) ・９月15日(日)
☆お問い合わせ先　美浜町役場 議会事務局
　　　　　　　　　TEL 82-1111（内線285・286）

＜ 日程は告示日8月26日に確定します。＞
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